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【１】結婚しよう











「ご褒美」

　大きな掌で高槻たかつきひかりの首根を抱え、美麗な顔を傾け迫る彼。聞き心地のいい柔らかな声は、唇の中に吹き込まれた。

　重なった部分はすぐさま熱を持つ。

　支えるだけだった彼の手がひかりの腰をぐっと強く引き寄せた。

　密着する体に合わせキスが深くなる。

「……ん」

　食後に飲んだジャスミンティーの爽やかな香りが、彼の舌に乗ってくる。

　優しく味わうような舌使いで咥内を弄られ、誘われるがままに舌を絡め返した。

　ごく普通のマンションの一室。

　単身者用１ＬＤＫの手狭なキッチンで、ひかりは甘い施しを受けていた。

　夕食の食器を洗い終えた後、隣で手伝ってくれていた彼、成田なりた瑞輝みずきが、いつもと同じように〝ご褒美〟と称してキスをする。

　ひかりの舌裏を掬ったかと思ったら、瑞輝の舌はそのまま素っ気なくひかりの咥内から出ていこうとした。

　わずかな名残惜しさがひかりを大胆にさせる。

　自ら彼の唇を求めてしまうと、ひかりがそうするのも彼はわかっていたのだろう。今度は角度を変えてひかりの唇に吸い付いてきた。

　まんまとはめられるのは定石だ。

　合わせた唇が艶めかしくお互いを味わう。

　とろけた瞼の隙間から見た瑞輝が、しめたと言わんばかりにニヤついているのが悔しい。

　なのに、唇から伝わる熱はひかりの思考までも溶かそうとさらに深みを探ってくる。

　何度も交わしてきたのに、この瞬間はいつだって恥ずかしくて、気持ちいい。

「あ……」

　ぺちゃりと瑞々しい音が鳴り、唇の隙間から濡れた声が漏れた。

　瑞輝の腕がひかりを抱く力を強めたからだ。

　このまま彼の熱に取り込まれてしまいそう。

　だけど、彼は最後にちゅるっと下唇を吸ってから、ひかりの顔を覗き込んだ。

「今日もおいしかった」

　後頭部を引き寄せられ、温かな腕の中で爽やかな彼の匂いに包まれる。

　ワイシャツの向こうにささやかな鼓動を聞きながらひかりは思った。

（どっちのこと言ってるのよ……）

　手作りの夕食か。それとも、今しがた蹂躙された唇か。

　答えは得られず、ぽんぽんと後頭部を撫でる手に安らぎを得る。

　けれどすぐに解放され、この時間は終わり。

　昔よりも濃厚になったというのに、終わってしまえばなんだか物足りないと思うのは最近になってからだ。

「明日、そっちの店舗に行くから。粗相のないようにしておけよ」

「うちは大丈夫よ。臼井うすいマネージャーがしっかりしてるもの」

　つい今しがたの甘い空気は、たちまち仕事の色に塗り替えられひかりのそばから立ち消える。

　それとともに離れる百八十超えの長身。彼への名残惜しさには気づかないよう視線をずらした。

　明日は新年度が始まって初めての上層部役員による店舗視察だ。

　ひかりが務めるジュエリーショップ【ＮＡＲＩＴＡ】の直営店へ、瑞輝がやって来る。

　瑞輝は、この春弱冠二十七歳にして【ＮＡＲＩＴＡジュエリー株式会社】の副社長に就任した。彼は現社長の御曹司だ。ゆくゆくは社長の椅子が約束されており、全国十数店舗もの直営店を抱える大企業を牛耳っていくことになる。

「まあ、店舗の状況は期待通り良好だと思ってる。ただ、お前がな……」

「私？」

　瑞輝に背を向け紺のエプロンを外すひかりの二の腕が掴まれる。

　強引なのは昔からだし、今さら驚きはしないけれど。

　何？と振り向こうとしたひかりを背後から抱きしめ囁いた。

「本店の新マネージャーも、同伴だからさ。気にするかと思って」

　耳元に吹きかけられた低い声が、彼の腕に包まれた体の芯をくすぐった。

「そりゃあ本店からの目は痛いに決まってるよ」

「それだけ？」

「なにが？」

「嫉妬、……しないのかよ」

　煽るようにわざと耳に息を吹きかけられ、背中に疼きが走る。ひかりは咄嗟に口を結ぶものの、喉で「んっ」と喘いでしまった。

「なあ、ひかり」

　ああ、まただ。

　こういうとき、彼の次の言葉はもうわかっている。

「もう結婚しよう」

　この言葉を何度聞いただろう。

　十回……いや、優に百回は超えている。

　何年もの間毎日のように聞かされていては、それが本心なのか冗談なのかもわからなくなってしまう。

「またそんなこと言って。婚約者さんに嫌われるよ？」

「俺は、ひかりがいればいい」

　呆れるひかりを拗ねたように手放し、瑞輝はキッチンから出ていく。

　清潔感は残しつつも軽く崩された黒髪。襟足はすっきりと短く整えられ、薄水色のストライプが入ったワイシャツは姿勢のいい彼によく似合う。

　広い背中を向ける今は、ただ拗ねているだけ。明日の夜にはまた彼はこの部屋へとやって来る。

　大学に入り、ひとり暮らしを始めてからというもの、瑞輝がひかりのマンションに来るのは日課になっていた。

　彼との付き合いは十五年以上になる。とはいえ、それは〝交際〟ではなく所謂〝幼馴染み〟というやつだ。

　中学からのよしみで、よく話すようになったのは高校に入ってから。

　クラスメイトとして過ごしていく中で、唯一気兼ねなく話せる異性になっていた。

　それを羨む女子は多かった。当然、やっかみも。

　きりっとした眉に、筋の通った鼻梁。少し下がり気味の目は二重で、近くで見るとまつげも長い。

　女子の目を必然に奪う容姿は話題の的だったから尚のこと、実家が日本屈指のジュエリー店を経営する御曹司だと判明するなり、告白する女子は大学に入ってからも後を絶たなかった。

　しかし、それ以上の浮いた話は聞かない。うまく隠しているのか、本当に女性と付き合ったことはないのか。

　しかし風の噂で許嫁がいるという話は耳にした。

　どうやらそれが事実らしいと知ったのは、ついひと月ほど前。瑞輝が副社長に就任したばかりの頃、珍しく家に来られなかった日のことだ。

　まさにその日、昇進祝いと称した食事会で、婚約相手と双方の両親が集まったお見合いが執り行われたらしかった。

　同僚の目撃談を耳にし、本人にたしかめたところ彼は事実を認めた。

　何気なく聞いただけなのに、あのときの彼のバツの悪い表情は、ひかりの心にしこりを残した。

　長年に亘りひかりに対して続けてきた求婚が、意味をなさないものだと証明されたからなのか。

　ひかりはそこにこれまでの日課の終着点を見てしまい、それ以上の追及はしていない。

　相手は誰なのか、本当に婚約したのか。結局確かめることはできなかった。

　ただ、数年間毎日続いていた日常に終わりがあるのだとわかると、一日一日がやけに大切に思えてくる。

　明日も明後日も、彼はひかりの作る夕食を食べにやって来る。けれど、始まっているカウントダウンにかすかな切なさが蓄積されていた。

（明日のメニューは何がいいかな）

　複雑な思いに取り込まれまいと、彼の好物を思い浮かべる。

　二人で座れるようにと瑞輝が買った真っ白なダイニングテーブル。彼はそこに置いた高級ブランドの腕時計を輝かせながら腕に取り付ける。

（昨日は白身魚のムニエルだったし、おとといはハンバーグか）

　今日はブロッコリーとチーズがたっぷりのグラタンだから、明日は少しヘルシーなものがいいかと頭の中でレシピを広げた。

　彼の好みは把握している。

　基本なんでも食べる彼だけれど、昔からかまぼこだけはどうしても食べられない。食感が苦手なのだ。

　かまぼこを入れなくても成り立つ料理はたくさんある。まだ夜は冷える時期だから、煮込みうどんは美味しいだろうと候補に上げた。

　オーダーメイドだという濃紺のジャケットを羽織り、袖を通す瑞輝の姿は、まるでＣＭでも見ているように颯爽としていて、すらりとした立ち姿はいつ見てもスタイリッシュだ。

　同系色のネクタイは締めずに、ビジネスバッグに仕舞う。

　彼は見送りに歩み寄ったひかりの腰を軽く抱き寄せた。

「明日はもう少し遅くなると思う」

「うん。大変だね、副社長も」

「店に出てるほうがまだよかったな。数字ばっかり睨んでると目が疲れる」

「でも、デザイン部門にも口を出せるようになったって言ってなかった？」

「そこはありがたいよ。やっぱりジュエリーの輝きには癒やされる」

「そうだね」

　瑞輝がジュエリーに傾倒するのは、小さい頃から見てきた親の仕事の影響だ。

　美しい宝石が散りばめられた数多のジュエリーに囲まれ生きてきた分、目も肥えている。

　老若男女有無を言わさず魅きつけるその魅力を誰よりもよく知る彼には、大手ジュエリーブランドを率いて行くこの仕事がまさに天職なのだ。

「ああ、そうだ。今度、俺のデザイン見て欲しい。新しいコンセプトの商品販売、早速進めたいんだ」

「私でいいの？」

「ひかりがいいんだよ」

　そこまで言うと、仕事の顔をしていた瑞輝はふっとそれを消し、ひかりに色香の滲む顔を落とした。

　唇をやんわりと食んだ彼は、突然のキスに赤くなるひかりに淀みない言葉をくれる。

「お前が一番綺麗だと思うもの、俺が絶対見せてやるから」

　おやすみ、と額に唇で触れ、瑞輝はひかりの胸に形容し難いざわめきを残して帰っていった。










【２】ずっと前から好きった











　百貨店の一階フロアにあるインショップ【ＮＡＲＩＴＡ】の直営店。ひかりが籍を置くこの店舗は土曜の今日も盛況だ。

　ダイヤモンドを筆頭に、サファイアやエメラルドを取り扱い、シンプルなジュエリーの販売やオーダーメイドも承る。

　富豪が持つような高価値の商品も置かれているが、比較的良心的な値段のものもあり、デザイン性が売りの人気ブランドだ。

　平日の昼間は主婦層、夕方以降でもＯＬや男性客の姿が見られ客足は途切れない。今日のような休日ともなれば終日カップルが多く、聞けば結婚を控えているという話に花が咲く。

　広さのある店内はモダンなカーペットが敷かれていて、壁の白さと数列に分けて置かれたショーケースがラグジュアリーな空間を演出している。

　その一角にある白いカウンター越しにカップルが並んで腰かけ、ひかりが広げたジュエリーのデザイン集を前に唸っていた。

「エンゲージリングとマリッジリングを重ねるとひとつのデザインになるものは、やはり根強い人気がありますね」

　頭を抱える彼らにひかりが助言すると、女性の方が決意を固めカタログを指差した。

　示された指輪は、正面から傾けて見るとリングの中央にダイヤを載せたハートに見えるデザインのものだ。

「当店オリジナルデザインのものですね。こちらであれば、実物をお見せできますよ」

　ひかりが言うと、女性は目を輝かせ男性と笑みを交わした。

　ショーケースから持ってきた指輪は、マリッジリングがふたつとエンゲージリングがひとつの三点もの。照明の下グレーのスエードのトレイに並んだ指輪に、二人の瞳は一層きらめきを増した。

「ご試着なさいますか？」

　笑みを向けるひかりに、女性はごくりと喉を鳴らしてうなずいた。

　ダイヤの粒が大きいエンゲージリングを彼女の細い左の薬指に通す。

　少しオーバーサイズだけれど、照明を八方に眩しく返すジュエリーの輝きは永遠に眺めていられるほど綺麗だ。

　きらきらと放たれる光に、女性が少し目を潤ませた。

　そんな彼女を見つめる男性は、きっと幸せな気持ちでいるのだと伝わってくる。

　〝美しさ〟は人を幸せにする。

　特にジュエリーはそうだ。いち販売員として店頭に立っているだけだけれど、瑞輝がその美しさに傾倒する理由は身をもって知った。

　誕生日プレゼントや告白の後押し。自分へのご褒美にもなり、淀みのない輝きで人の心を照らす。

　ひとつの指輪を眺めて、これまで育んできた歴史や想いを辿る幸せそうな二人の表情に、ひかりまでも心を温かくくすぐられる。

　瑞輝に勧められて始めた仕事だけれど、今はこうやって人の幸せに触れられる職に就いてよかったと思うのが、こういう瞬間だ。

　デザインを決めた二人の指のサイズを測っていると、店舗の外から「お疲れさまです」という固い言葉が聞こえてきた。

　ピリッとした空気が販売員達の間に走る。

　笑顔を崩さずちらりと視線だけを向けると、華やかな百貨店には馴染まない仰々しい雰囲気の一行が遠巻きに店内を見ていた。

　通達通り、本店からの店舗視察だ。

　スーツを着た男性四名と女性が一名。社長を筆頭に、そうそうたる上役の面子が一堂に会している。

　中でも一際目を引くのは、最も長身の瑞輝だ。

　通りかかった女性客が思わず振り返っていくくらい、その容姿は美麗極まりない。

　接客中でじろじろと見るわけにはいかず、彼らに混じり髪をアップにまとめた黒のパンツスーツ姿の女性を一瞥した。

　彼女は本店の新マネージャー、久瀬くぜ真奈美まなみ。

　瑞輝が副社長になったのと同時に他店舗から引き抜かれ、繰り上がりで昇進したやり手の女性。

　彼女こそ、目下瑞輝の婚約者と噂される相手だ。

　瑞輝のすぐそばに立っていたように見えたが気のせいか。

　せっかくカップルの幸せをもらったひかりの胸に、なにかがじわりと重い影を作る。

　上役の視察に緊張しているのだと振り切り、笑みを貼り付けてオーダー用紙をカウンターに出した。




　商品が届き次第連絡すると伝え、接客したカップルを店先まで送り出す。

　そこへ瑞輝がやって来た。

「ありがとうございました」

　四十五度のお辞儀をするひかりとともに、彼も隣で頭を下げた。

　店を取り仕切る者として現場を離れてもなお、顧客への感謝を忘れない姿勢は当然だ。

　もちろん販売員のほか、視察に来た上役達もそれに倣った。

「いいご縁が結べたようですね」

　一息置いて声をかけられ、黒光りする革靴を一瞥してから顔を上げる。

　今日はしっとりとしたシルク生地で淡いグレーが艶めく上品なネクタイに、長身に合わせて作られたダークグレーのスーツ。相変わらずハイセンスな彼の腕には昨夜と同じ時計と、視察内容を記すための書類が抱えられている。

　きっちりと前髪を上げた瑞輝は、幼馴染みの顔と違って凛々しい。

　間近で見上げれば思い出すあの濃厚なキス。わずかな動揺に鼓動を乱しても、それを隠して平然とするのはもう慣れっこだ。

「お疲れさまです、成田副社長。お二人の門出を飾るひと役をお任せいただきました」

「そうですか。それはありがたいですね」

　上司として瑞輝からの労いを受け、心の隅にちらついていた影が息を潜める。

　必要以上の言葉は交わさず、彼は店内を見渡し他の販売員や店の雰囲気を窺っていた。

　軽く会釈をして彼から離れ、受けたオーダーの発注手続きのためカウンターへ回る。

「ラッキーだったね、副社長に声かけてもらえるなんて。グッドタイミング」

　浮かれる同僚の耳打ちにひかりは顔を上げる。

「緊張してしまいました」

　はにかんで誤魔化すのは心苦しい。

　まさか、みんなの憧れの副社長と幼馴染みで毎日夕食をともにしているなんて、口が裂けても言えない。

　彼と繋がりがあるとわかれば、彼に憧れる女性が自分をどんな目で見るのかは、学生の頃に痛いほど思い知っている。

「やっぱり噂は本当みたいね」

　目を細める同僚の刺々しい空気に、ひかりの胸は寒々しくどきりとした。

　あわや自分との関係がバレたのかと思ったが、彼女の視線の先では瑞輝と真奈美が並んで言葉を交わしていた。

「お似合いすぎて、嫉む方が滑稽よね」

　彼女が疎ましく言うのは、副社長と新マネージャーの婚約話。

　黒のピンヒールパンプスを履きこなす真奈美は、長身の瑞輝とのバランスが丁度いい。

　店舗を任されるマネージャーの肩書きに相応しく、ペンの背で店内を差し瑞輝の目線を誘導し、いかにも仕事ができる風格がある。

　ひかりは手元に重く視線を落とした。

　なぜ見たくないのかと内心首をかしげる。

　とても美人で秀抜な彼女の存在が、ひかりの気持ちを曇らせるのはどうしてなのか。

「財閥の令嬢で美人だし、おまけに仕事までできるんだから、嫉妬するだけ負け犬の遠吠えにしかならないわよ」

　別の同僚も便乗して諦めの溜め息を吐きながらうしろを通り過ぎていく。

　同僚達がひそひそと交わす落胆の声を他所に、ひかりは本店への発注書をまとめる。

　聞き流そうとするが、誰もが羨む彼女の話は耳に届き、気分はあっという間に比重を増した。

　遠目に見る瑞輝と真奈美は並んでいるだけで絵になる。婚約していると言われれば、やっぱりと頷けるほどお似合いだ。

　彼女であれば将来的にも、瑞輝を支えていくには相応の女性だろう。

　それがなんだか面白くない。

　これまで抱いたことのない感情だった。

　ずっと大切にとっておいたものを、他の人に渡さなければならないような口惜しさを感じる。

　だけど、瑞輝がいつかどこかの令嬢と結婚するだろうというのは、昔からぼんやりと想像していた。

　これまで女性と付き合ってこなかったのも、そういう相手が用意されているからなのだと薄々思っていた部分もある。

　それが今、はっきり事実を伴って目の前に現れた。

　そして突然現れた彼女は、ひかりの日常を取り上げようとしている。

　これからは、真奈美が瑞輝のために夕食を用意するだろう。

　彼女は料理上手だろうか。彼の好みを知っているだろうか。

　グラタンのブロッコリーは多い方がいいのも、かまぼこが苦手なことも……。

　発注データを打ち込んでいた手が止まる。

　頭の中にある彼好みのレシピまでも、全て彼女に渡さなければならないのだと考えると、途端に足が強く寂しさに引きずり込まれていくようだ。

　長い間で培った料理の腕も、彼と過ごす何気ない時間も、近い将来手元からなくなってしまう。

　ひかりはきゅっと唇を結び、顔を上げる。

　わかっていたはずだ。

　瑞輝とはただの幼馴染み。

　気づいたら近くにいた彼だけれど、彼には彼のいるべき世界があって、庶民のひかりがいる場所とはかけ離れている。

　そんな彼に見合う女性が、これから彼を支えていくのが一番なのだ。

　考えてみれば、ひかりも二十七歳。

　親からは何も言われずうっかりしていたが、結婚という話が浮いてきてもいい年齢だ。

　瑞輝の将来を思案するより、そろそろ自分の心配をしなければ。

（でも、彼氏なんて早々見つかるわけないし……）

　婚活という言葉が頭を過ぎったけれど、気が進まない。

　自分が誰かと寝食をともにするイメージが湧かないのだ。

　ふと、店内にいる瑞輝と目が合った。

　声の届かない遠い場所からでもひかりを見つけてくれる。その事実がささやかに鼓動を乱す。

　――俺は、ひかりがいればいいよ。

　ああ言っていた彼に、ひかりの思いは重なる。

（瑞輝となら気兼ねなく一緒にいられるのに）

　夕食を食べたり、他愛ない話で時間を共有したり。

　抱き寄せられてキスを交わすのも、いつからかそれが二人の当たり前になっていた。

　時々、二人を繋ぐものが〝幼馴染み〟という名前なだけで、世間一般の〝恋人同士〟が過ごしている時間と大差ないとも思う。

　けれど、その時間の延長線を辿っていったとして、二人を繋ぐ名前に変化が欲しいかと言ったらそれは違う。

　変わらずにいたいのだ、心地よい関係のまま。

　ひかりからスイッと視線をそらす瑞輝の隣には、真奈美が寄り添うように立つ。

　似合いの二人の姿が、なぜだかひかりの胸にひりりとした痛みをもたらした。

　ひかりはその感覚を知っている。

　ずいぶん昔に置いてきたものだ。

　なぜ今頃になって思い出すのか。

　どうして忘れていたんだろう。




　高校時代、憧れていた先輩がいた。

　目立つ方ではなかったけれど、立ち姿が綺麗な人だった。

　たまに見かけられれば十分で、告白するなんて考えは毛頭なかった。

　だけどあるとき、階段を上る先輩の背中をそうっと追ったことがある。

　夕焼けに沈む学校。遠く運動部の掛け声が聞こえているだけ。

　窓から差し込む橙色の斜光が、校内に柱の影を濃く作る。

　閑散としたその時間になぜ自分が学校に残っていたのかは覚えていない。

　先輩が入っていった教室からささやかな話し声が聞こえ、気になり覗いた。

　そこで見たのは、教室に満ちた美しい西陽にしびの橙。

　その片隅で顔を寄せ合う男女のシルエットが影絵のように浮かんでいた。

　先輩には、恋人がいたのだ。

　それを知るなり、胸に痛みが走った。

　けれど痛みに疼く胸はかすかな高揚も覚えた。

　呼吸を忘れるほどきらきらと輝く光景が、フィルムのように頭に焼き付く。

　憧れの人のキスシーンに遭遇したのに、黄昏が満ちる教室の中の二人はただただ美しく、目が離せない。

　絵画を切り取ったような世界に見惚れていると、不意に誰かがひかりの腕を引いた。

　振り返るとそこにいたのは、クラスメイトの瑞輝だった。

「悪趣味だな」

「瑞輝」

　教室から離れて階段の壁際に追われた。

　西陽の届かない薄暗い場所で、覗き込んできた瑞輝の顔は翳りを帯びる。

　初めて見たわけではないのに、やけに精悍で、怖いほど男を感じさせた。

　覗き見を咎めるのかと思ったが、瑞輝はひかりの両頬を大きな掌で包んだ。

　顔を寄せる彼の意図がわからなくて、黙って動向を見守るしかなかった。

　薄く閉じられた瞼に、長い睫毛が並ぶ。あらためて彼が端整な顔をしているのだと思った。

　感心するひかりの唇に温かくて柔らかなものが押し当てられる。

　これがキスかとひかりは俯瞰した。

　そのとき重なった唇の感触は鮮明に覚えている。

　少しだけ乾いていて、震えながら合わさった部分から互いの体温が馴染んだ。

「目、瞑れよ」

　瑞輝のかすれた声に従うと、瞼の裏には教室いっぱいの美しい黄昏色が映った。

　角度を変えてもう一度唇が重ねられ、まるで自分がさっき見た絵画の中の人物のようだと錯覚した。

「帰るぞ」

「うん」

　何事もなかったかのように手を引いた瑞輝。

　淡い想いを失う心は、突然現れた瑞輝によって塗り重ねられかすり傷も作らなかった。

　美しい光景を瞼の裏に残して。

　それからことあるごとに、瑞輝はひかりにキスを迫った。

　下校時刻の過ぎた教室、ひと気のない非常階段。雪がちらつく帰り道。

　嫌な気はしなくて抵抗しようとは思わなかった。

　むしろ、瑞輝に触れられるとなんだか気持ちが軽くなる。

　一種の精神安定剤だった。




　それから十数年経った今も、瑞輝はひかりの手を引いたまま同じ時間の流れを歩んでいる。

　あのときと変わらず、彼はこの胸の痛みを緩和してくれるだろうか。

　だけど、彼のそばには別の女性がいる。

　しかも、彼女は瑞輝が生涯をかけて守っていくべき人だ。

　彼の手はもうひかりの頬を包んではくれなくなるのか。

　そう思うと、さらに痛みが増す。

　なぜだか昔感じたものよりもずっと苦しい。

　ひかりは下唇を噛み締め、自分でその感覚を散らした。





＊　＊　＊






「十四回目」

「え？」

　箸に絡まるうどんからほわほわと湯気が立ち昇り、曇りの向こうで瑞輝がカウントした。

　二十一時を過ぎてひかりの家にやって来た彼との遅い夕食。

　首をかしげたひかりに答えず、瑞輝はずるずると煮込みうどんを啜った。

　シャツの襟もとを開いた彼は〝成田副社長〟ではなく、〝幼馴染みの瑞輝〟。無造作に崩した前髪が彼のラフさを教える。

　俯く睫はいつ見ても長く綺麗に並んでいて、なめらかな肌のキメは女のひかりでさえも羨むほどだ。

　これだけ整った男性の隣には、真奈美のような完璧な女性であれば誰も文句は言わない。

　きっとプライベートでも抜け目なく上品な振る舞いをしていて、少なくとも今のひかりのようにミントブルーのもこもこした幼いルームウェアなど着ていないだろう。

　胸の奥からせり上がってくるもやもやとした気持ちを、吐き出す息とともに手元のうどんに落とした。

「十五」

　すると、瑞輝がまた数を数える。

　ぱちりと瞬いて見ると、彼は箸を止めて眉をひそめていた。

「え？」

「来たときからやたら吐いてるぞ、溜め息」

「嘘」

「無自覚かよ、珍しい。なにかあったのか？」

（なにかって……）

　すぐに思い当たる昼間の光景。頭から離れない美男美女の絵になる姿に、気まずく視線を逸らした。

「つ、疲れてるのかな。さすがに今日は緊張してたし」

　誤魔化しきれたのか、瑞輝は「ふーん」とだけ言ってまた箸を進めた。

　なんでこんなに苦しいのか。

　自分でもどうしてだかわかっていない状況を、瑞輝に尋ねてもしかたがない。

　黙々と夕食の時間を過ごし、きちんと両手を合わせて「ごちそうさま」を言ってから、二人でキッチンに立つ。

　食器を洗うのはいつも瑞輝の方で、ひかりがそれを拭き上げる。

　いつもなら他愛なく言葉を交わすのに、今日は沈黙を保ったまま。

　あと何度この時間を過ごせるのか、迫りくる終わりの予感にひかりは下唇を噛みしめた。

「ひかり」

　最後の食器を棚にしまうと、手を拭いた瑞輝がひかりの腕を引き寄せた。

　ふらつき彼の胸に飛び込む。

　いつになく瑞輝の匂いを強く感じ、心臓が切なさにきゅうっと締めつけられた。

　こうやって抱きしめられるのも、あと何度だろう。

　どうしても考えてしまう近い未来が寂しさを纏い、ひかりを苦しくさせる。

「お前……気にしてるんだろ、昼間のこと」

　ひかりはわかりやすくぎくりと体をこわばらせた。

　なんのことかと自分を誤魔化そうとしても、すでに瑞輝にはお見通しだったようだ。

　瑞輝の長い指が顎にかかり、唇を噛んだままの顔が晒される。

「可愛い唇、傷つけるなよ」

　温かな親指に口元をふわりと撫でられ、痛みが和らいだ。

「この癖、久々に出たな。そんなに嫌だったのか？」

（癖……？　嫌だなんてなにを……）

　とぼけて尋ねようとするも、瑞輝の唇によって遮られる。

　呆けた口の中に、ぬるりと舌が滑り込んできた。

　しっかりと合わさった唇の奥で、二人は互いを味わいながら絡み合う。

　さらに腰を引かれ密着度が高まると、瑞輝はひかりを強く吸い上げた。

「ん……っ、あ……」

　隙間のできた口の端から艶音が漏れる。

　苦しいのに気持ちいい。

　強く舌をしごく彼の感覚を忘れないよう、ひかりも必死に応える。

　この唇も、腕も、他の女性のものになってしまう。

　他愛ない夕食の時間も、二人だけで過ごした日々も……全部。

「い、や……だぁ」

　失くなるのは、嫌だ。

　そんなこと言ったってしょうがないのに、胸の奥から思わずわがままが絞り出てきた。

　すると瑞輝は濡れた唇を解放する。

　二人の間を冷たい空気が阻み寂しさに塗り替えられる。

　まるで彼が今すぐにでもいなくなりそうな錯覚に、ひかりは自ら彼の唇を追った。

「いや、瑞輝。行かないで……」

　瑞輝の首にすがると、開こうとした距離が止まる。

「は、どっちなんだよ」

　苦笑した瑞輝は、噛み付くようにひかりの唇を塞いだ。

　さっきよりも激しく、ぺちゃぺちゃと瑞々しい音が二人の間で鳴り響く。

　背中を強く掻き抱かれながらも、もっと近くに行きたくて彼を求めた。

「瑞、輝……」

　零れた名前は甘く濡れる。

　それを掬った彼の熱い舌は、咥内をくまなく蹂躙する。

　彼がここにいるのだという安心感に、心が満たされていく。

　まただ。

　今回もまた、瑞輝はひかりの不安を取り除く。

　いつだってそうだった。

　受験前の試験で思ったような点が取れなかったときも、就職活動に行き詰まったときも。

　瑞輝に憧れる女の子に嫌がらせを受けたときも。瑞輝はいつもひかりを励まし、優しくキスをしてくれた。

　でももう、これからは……。

「ひかり。お前、嫌なんだろ。俺の隣に別の誰かがいるのは」

　苦しみの原因を乱れる呼吸の間で突きつけられ、はっと息を飲んだ。

「図星？」

　おかしそうに訊ねる瑞輝を見やる。目を背けていた心の内を暴かれ、その恥ずかしさに彼を映す視界が潤みを帯びた。

　瑞輝はひかりの安定剤だったけれど、大きな会社を背負っていく彼を独り占めしたいと思ったことはない。

　いつかは離れるときが来る。だけど、そう思ってはいても、それは想像の域を出なかった。

　今日のように、彼の隣のポストに収まる誰かがいた例(ためし)がなく、現実的に考えられなかったからだ。

　頭ではわかっていても、心の片隅では彼と離れることなどないのだと思っていたのかもしれない。

「わからないよ……どうして、そうだと思うの？」

「お前の目がずっと、俺のこと好きだって言ってるから」

　今一度唇が合わさり、高鳴る鼓動の音を遠くに聞く。

（瑞輝が、好き……？）

　自問するけれど答えは掴めない。

　瑞輝とはただの幼馴染みで、ずっとそばにいた大切な存在。

「わ、たし……」

　唇の隙間で零した疑問符は、薄く目を細める瑞輝に吸い取られる。

「目、瞑れよ」

　聞き覚えのある台詞に瞼を下ろすと、記憶が巻き戻る。

　あのときから、ひかりは瑞輝を心の拠り所にしていた。

　こうやって交わすキスが、どうして安心するのか深く考えたことはなかった。

　どうして瑞輝は、ひかりのそばにいてくれるのか。

「ひかり……」

　耳元で名前を聞いたかと思うと、その唇は耳朶をなぞった。

「あ……」

　甘噛みされた部分から、微弱な電流が背筋に走る。

　それを追う熱い唇が、くすぐったく首筋を撫でた。

「み、ずき……っ」

　襟元を掻き分けてくる熱が、体の奥にじわりと淫靡な火種を灯す。

　背中で蠢く手が、しゅるりとエプロンの紐を解いた。

「お前まだ、自覚できないのかよ。もう待ちくたびれた」

「な、にが……？」

　縛りを解かれ、瑞輝の指が柔らかなウェアの裾野を掻き分ける。

「瑞輝……っ」

　火を灯された体は素肌を敏感にし、侵入を許した背筋が火照った指に感度を煽られた。

「あっ、……ん、待っ……」

　くすぐったさよりも、本能で感じる性的な疼きに息が上がる。

「もう十分待ったって言ってるだろ」

　制止も聞かず這い上がる掌が、無遠慮に胸の締め付けを解放した。

　どくりと壊れそうな音で心臓が鼓動する。

　無法地帯となった背を弄る瑞輝が、唐突に〝男〟を見せる。

　いい大人なんだから、男性が女を求める欲は知っている。

　瑞輝だって男だ。

　だけど、これまでにない荒々しさに恐怖が過った。

　彼との触れ合いは癒やしだった。

　それなのに、怖いと感じてしまった自分にショックを受ける。

　このままひかりを食べてしまいそうな瑞輝の両肩をぐっと押しやった。

「……ごめん、なさい……」

　自分を責めながら、絞りだした声は震えた。

　それほど怖かったのだと余計に悲しくなる。

　瑞輝の揺れる瞳がひかりを覗き込むと、申し訳なさが涙を誘った。

「嫌か？」

　非力な抵抗にも素直に従ってくれた瑞輝は、恐る恐る訊ねる。

「ち、違うの」

　我に返った彼に後悔の色が見え、拒否したと勘違いさせてしまったと慌ててそれを否定した。

　目の奥を揺らめかせる彼は、精一杯自分を制している。

　嫌ではなかった。

　ただ未知の世界を唐突に垣間見て、驚いただけだ。

　今まで数えられないほどのキスをしてきたけれど、その先の扉に触れようとはしなかったから。

「びっくり、して……。瑞輝を嫌だなんて思ったことない」

　ひかりがそういうと、彼は抱きしめる腕を強め大きく息を吐く。

　安堵を零す瑞輝と間近で目線を交わした。

　いつもの距離感だ。

　近すぎない心地よさを壊したくないと思った。

　だけどそれは限りあるもの。

「嫌じゃない、でも……こういうことは、ちゃんとした相手とじゃなくちゃダメだよ」

　言いながら滲む涙が零れそうになり唇を引き結ぶ。

　瑞輝には生涯を共にする女性がいる。

　今まで散々恋人まがいな行為をしてきたけれど、もう続けられないのだ。

「どの口がそれ言ってる？　自分以外とはして欲しくないって聞こえるんだけど」

「っ、そんなこと言ってな……」

「気づいてないだろ、自分の癖。辛いときや我慢してるときに出るやつ」

「え……」

「わかりやすいよな。昔から」

　下唇を開かされ、そこに瑞輝が舌を差し込む。

　視線を交わしながら咥内をひと撫でしたあと、彼はこつりと額を合わせた。

「他の女性とは結婚してほしくないって、言えよ」

「どうして、私がそんな……。お見合いしたんでしょ？」

　あのときの気まずそうな表情に、それ以上ひかりが何か言えるわけがなかった。

　婚約をした彼に、日常の終わりを告げられるのが怖かったからだ。

「見合いはした」

　瑞輝はそれまで知らせていなかった事実を告げる。

「昇進祝いの席だって言われて、連れて行かれた場所に彼女が居た。先方の両親も一緒に」

　双方の両親公認の仲なのだ。

　ずきりずきりと胸のあたりで痛みが響く。

　苦しさを抑えようと胸に手を当て俯いていても、悲しみが降り積もってくるだけだ。

　すると突然、体がふわりと宙に浮いた。

　悲鳴を上げる間もなくしがみつくと、それはひかりを横抱きにした瑞輝の首だ。

「みっ、瑞輝……っ」

　ひかりを抱えたまま瑞輝はリビングのソファに腰を下ろす。

　落下の危険を回避した安堵に力を抜くと、頬に手を添えてきた瑞輝はまた唇を合わせた。

　優しい労りのキスに、胸の痛みが凪いでいく。

　昼間のひかりの苦しみが伝わっていたのか、まんまとそれは拭われる。

　ちょうどいい角度でぴったりと合わさった唇。

　熱く蠢く舌を伝って、彼の粘膜がひかりを侵食してくる。

　頭を抱えられ、苦しくても身動きが取れない。

　つむった眦から涙が滲んだ。

　苦しいのに嫌じゃない。

　昼間あの二人が並ぶ光景を見たときの方がもっと辛かった。

　本当に嫌だった。

　今まで彼のそばに誰かがいてもそんな風には思わなかったのに。

　女性の方が瑞輝を狙っていたとしても、彼はけっしてそれ以上の関係を結ばないと根拠のない確信を持っていた。

　けれど、〝婚約者〟は突然現れた。

　誰も独占できなかった彼の隣に、特別席が用意されたのだ。

　それがたまらなく悲しい。彼は誰のものにもならないと思っていたのが本音だった。

　口づけを交わしていても、その悲しさは胸にこびりつき一向に消えない。

　それなのに、彼はすがるひかりから離れてしまう。

　飲み込みきれなかった唾液が口の端から零れた。

「や、みず、き……っ」

　遠くなる距離が悲しみを煽る。

　辛いときはいつもそばにいてくれた。そんな彼と離れるのは嫌だ。

　これからどうやって、心を慰めていけばいいのかわからない。

　息を上げるひかりを抱きしめなおした瑞輝が囁いた。

「お前やっぱり、好きなんだろ、俺のこと」

「わか、んないよ……突然そんな……あっ」

　すとんと彼の足の間に体が落ちると、背後から手が回される。

　見上げた彼の目にめらりと何かが揺れたかと思うと、ジジ、と胸元のファスナーが開かれる。

　強張る体はウェアの隙間から白い素肌を晒し、黒レースの下着が力なく覗いた。

　大きな掌が腹部に舞い降り、その熱さに抵抗力を奪われる。

　じわじわと這い上がってくる指が官能をくすぐり、呼吸が乱れ始めた。

「あ……瑞輝……」

　背中を彼の胸に預けるしかなくなり、自力では起き上がれない。

「ひかり、気づいて。素直になって」

　耳朶を甘噛みする囁きに、なおさら感覚が鋭敏になる。

　昇り詰めてきた大きな掌が、無防備な双丘を下から優しく包み込んだ。

　彼の掌の中で心臓が壊れそうな音を立てる。

「凄く、どきどきしてる」

「言わない、でぇ……」

　恥ずかしさを煽られながら、彼の唇が耳裏を通ってうなじに吸い付いた。

「は……ぁ……」

　ちゅっちゅっとわざとらしく音を立てられ、色艶のある空気が広がっていく。

　こんなこと、今までなかったのに。

　瑞輝とはただの幼馴染みで、夕食のご褒美にキスをくれる。

　辛いときにそばにいてくれて、心を慰めてもらうだけの関係のはず。

　恋人同士がするような行為には踏み込まなかった。

　やわやわと膨らみの下に埋めていた指が、おもむろに各々の頂きを目指す。

　止めようと服の上から彼の手を押さえるが、力が入らない。

　知らぬ間に張り出していた胸の頂点を、長い指が二箇所同時にピンと弾いた。

「んああ……っ！」

　ビリッと体の中心を駆ける電流に腰が跳ね、上がる呼吸に混じった嬌声がリビングに響いた。

　尖りを増す頂は彼の指に摘まれ鋭敏さを極めていく。

　たった二箇所に体中の神経が集まり、刺激を与える指の感触だけがひかりの思考を奪う。

　酷く甘い疼きが体の中心にじんじんとした熱を送った。

「あ、っ、瑞輝ぃ……っ」

「感じてる……？　俺のこと、好きだって証拠だ」

「わ、かんな、……んんっ」

　後ろから覗き込む瑞輝が双方のしこりを弄りながらキスをしてくる。

　いつものキスとは違う。唇にまでも性感帯を宿したように彼が触れた部分が熱くて溶けてしまいそうだ。

　何もかもが初めての感覚で、どうしたらいいのかわからない。

　ひたすら感度を高められ、体の真ん中に熱を集めていく。

　お腹の下から熱で溶け出しそうな何かを堪えようと、太股をもじもじと擦り合わせた。

「ひかり……」

　儚い糸を引きながら離れた瑞輝は、片手を胸に残してもう一方を腹部に這わせる。

「あ……」　

　臍にかかるショートパンツに、彼の指が侵入してきた。

　反射的にぎゅっと身を固くするも、胸をやわやわとほぐす掌が抵抗を薄れさせる。

　そのまま下着の中に進む瑞輝。

　固く閉じていたはずの脚の間にするりと滑り込む。

　柔らかい茂みを難なく滑り下り、むずむずと疼く秘めた部分に彼の指が触れた。

「ひゃああ……！」

　到達した場所はすでにいやらしい潤滑液を溢れさせていた。

「すご……ぬるぬる。胸だけでそんなに感じてたんだ」

「んぁ……っ」

　潤滑液をまとわせながら一本の指全体がゆっくりとひかりを嬲りだした。

　焦らすように力を入れず水浸しの中を上下に行き来する指。

　気持ちいいのになぜだかたまらなくもどかしくて、切なくなる。

「は、ぁ……瑞輝……んぁ……」

「めちゃめちゃ気持ち良さそう。まさか誰かに慣らされてないよな」

　あり得ないことを言い出す彼に力なく首を振る。

「ない、よ……瑞輝だけだよ、こんな……」

　泣きそうになりながら訴えると、彼は指の動きを速めながら囁く。

「よかった」

「ああぁっ」

　ぬちぬちといやらしい水音が辺りに零れ広がる。

　恥ずかしいのに振りほどけない。

　それどころか、段々と体が自制できなくなっていく。

　快感の波が押し寄せてきたところで、唐突にそれがふっと姿を消した。

「は、ぁ……」

　むずがゆさの余韻を残して火照った息だけがリビングに溶けていく。

　じんじんとした痺れが体の中心で燻り、切なさが噴き出してきた。

　いつだってひかりを慰めてくれる彼に、助けを求めて潤む目を上に向ける。

　すると彼はショートパンツと下着を一緒に抜き取った。

　ひかりの両太股を抱えると、開いた彼の両脚にそれぞれ掛けしっかりと開脚させられてしまった。

「み、瑞輝っ、やぁああ……っ」

　リビングの明かりに晒される秘処。まだ濡れそぼったままのそこに彼の指が舞い戻ってきた。

　火を噴くほどの羞恥に苛まれる。

　瑞輝は、剥き出しになったひかりの秘処をじっくりと攻めはじめた。

　滑りよく転がされるまだ開花を知らない蕾。そこから体の隅々まで痺れるような悦楽が絶え間なく送り出される。

　味わったことのない快感がもたらされ、未知なる体の反応が怖くなり涙が溢れてきた。

「あっ、あ、やぁ……んっ、瑞輝ぃっ、いやぁ……」

　刺激される小さな一点に熱が集中し、そこから体が溶け出してしまいそうだ。

　くらくらと眩暈を感じ始めたとき、ふいに瑞輝は指の動きを止めた。

「嫌だった？　ならやめようか」

　膨れだした熱に、飛ばされそうだった意識をかろうじて?まえほっとする。

　けれど、体はたまらないもどかしさにひくひくと震えていた。

　恥ずかしい恰好をしている状況から脱しようと思っても、体が言うことを聞かない。

　息を整えれば幾分ましになるかと短い呼吸を繰り返すが、燻る火照りは一向に抜ける気配はなく、爆発的な物足りなさがひかりを襲った。

　怖さを抱きながらも、今しがたの強い刺激が欲しくて切なさと寂しさに体を震わせる。

　それに比例するように、下腹部にはどんどん熱が溜まっていく。

　開かされた脚はふるふると震え、自分の中から切ない熱がとろりと溶け出すのがわかった。

　粗相をしてしまったかと怯える眼差しを向けると、そこには意地の悪い熱を宿した瞳が待っていた。

「どうした？　震えてる」

　ひかりの気持ちを察しない瑞輝にもどかしさが募る。

　慰めて欲しい。

　切なくてたまらなくて、彼に触れてもらえればどんなことでも解消するはずなのに。

「瑞輝……」

「うん？」

　浅い呼吸の合間に訴える声は細く震える。

　なけなしの羞恥が邪魔をして伝えきれない。

　体だけが疼き腰がひくついた。

「どうしたんだ？　触られるの、嫌だったんだろう？」

「ん……っ」

　わざと耳を舐るように囁かれて、過敏になっていた感覚がビリビリと体を駆け抜ける。

　さらに熱を集める下腹部が、疼きを抑えられなくなってきた。

　はあはあと苦しげに呼吸を繰り返すひかりを、瑞輝は優しく抱きしめる。

「苦しい？　どこが苦しいか、教えて」

　彼に触れられている全部が、もどかしさを膨らませる。

　早くその苦しさから解放されたくて、腹部に添えられていた掌に自分の手を重ねた。

「苦しいよ……瑞輝」

「うん、どこ？」

　苦しいのは彼の余韻を残す体だ。

　もっとひかりを追及して欲しいのに、彼はそれを続けてくれない。

　けれど体の苦しさと同等に、切なさが募っている場所があった。

「胸が苦しいの。こんなに苦しい思い、したことない。凄く……凄く嫌だった」

　正直な気持ちを吐露すると、その答えが意外だったのか彼は一瞬空気を止めた。

　けれどひかりの真意を優しく問いただす。

「俺に触られるのが？」

　震えながらかろうじて首を横に振った。

「あの人が……瑞輝の隣にいるのが、やだったの」

　絞り出す声は悲壮に濡れる。

　体にもたらされた切なさと、心が抱える痛みは似て非なるもの。

　それでも、瑞輝であればそのどちらをも解消してくれると信じていた。

「嫉妬してる？」

「わかんない……そう、なのかな……」

　初めて自分で自分の気持ちに触れた気がした。

「それは、俺を好きってこと？」

　どくりと心臓が強張り、開かされていた脚をわずかに閉じて体を縮めた。

　これ以上、心に触れるのが怖い。

　それなのに、瑞輝は惜しげもなくこれまで秘めていた想いを口にした。

「俺は好きだよ、ひかりのこと。ずっと前から好きだった」

　じっと覗き込まれて、その瞳に映り込む自分の姿に、瑞輝との近さを知る。

「お前が自分の気持ちに気づくまで待ってるつもりだったんだ。でも、今回みたいに親が見合い話を持ってきて、もう悠長にしてられなくなった」

　まるでひかりの気持ちを急かすように、瑞輝の手はひかりの体を再び撫でてきた。

　両掌をするりと太股の内側に這わせて、脚を開かせる。

　なけなしの抵抗も、首筋に歯を立てられてその力は奪われた。

「あ……っ」

「ひかり……あの日のこと、忘れられないんだったら、俺がお前に一番綺麗なもの見せてやるから」

　〝あの日〟と言われてもすぐにはピンとこない。

　なんのことかと記憶を探るも、瑞輝によって遮られる。

　太股を這う手が、ひかりの濡れた花弁に触れた。

「んは……っ」

　待ちわびていた快感に体が打ち震える。

　弾けそうな蕾を優しく撫でてから、彼の艶めかしい指は溢れ出す甘蜜をたっぷりその身に纏う。

　充分に淫熱と馴染んだ彼の中指が、蜜の湧く泉の根源へぬるりと滑り込んだ。

「あ……」

「このくらいなら、痛まない？」

「ん、うん……ぁっ」

　ゆっくりと狭い隘路を進み行く彼を感じる。

　少しずつ抽挿を繰り返しながら、深さを増していく。

　擦れる部分がじんじんと痺れ、指の動きに合わせて火照る呼吸を刻む。

　何を考えようとしていたのかわからなくなり頭がのぼせていった。

　体に広がっていた切なさが、甘い痺れに吸い取られる。

　彼の指が引いていくと同時に、ぬるりとした快楽の蜜が外に零れだした。

　そしてまた挿し込まれることの繰り返し。

　くちゅくちゅとあられもなく奏でられる音に、聴覚からも愉悦を取り込む。

　羞恥はいつの間にかどこかに隠れてしまった。

　彼の前にさらけ出しているのは、自分を好きだと言う彼に応えたいと、淫らに叫ぶとろけた体だけ。

　彼の手に施される快感に酔いしれ、それをひたすら受け入れた。

「可愛い、ひかり」

　膨れ上がり弾けんばかりの蕾を彼の親指が擦りだした。

「ああんっ、は、んあっ」

　強い快感に目が眩む。

　胸の尖りも一緒に摘まれ、連動する感度はより一層研ぎ澄まされた。

　もう何も考えられない。

　自分のいやらしい嬌声と、体が奏でる卑猥な音だけが部屋を満たす。

　体の奥に一点集中した感覚が膨大に膨らみ始める。

「あ、あっ、みず、き……やだ、なにか……っ」

　初めての感覚に恐怖を覚え、背後の彼を見上げて擦り寄る。

　嬲る行為は止めずに瑞輝はひかりを抱きしめる。

　強く抱かれているのに、体は浮遊するように高まってきた。

　次の瞬間、小さな体に留めきれなかった熱が一気に弾け飛ぶ。

「やあああぁ……っ?」

　頭の中が真っ白になり、酷い眩暈に襲われた。

　大きくしなったあと脱力する体は、彼のたくましい懐に沈み込む。

　薄れる意識の中、彼を手探りで探すと大きな掌がしっかりとひかりを?まえた。

　絶大な安堵に、心が満たされる。

　ずっとこのままでいたいと、彼の名を呼ぶ自分の声は聞き取れなかった。










【３】素直に感じてろよ











　目が覚めると、ひかりはベッドの上にいた。

「みず、き……？」

　ぼうっとしたまま、さっきと同じに彼を呼ぶ。

　けれど、掠れた声に応える人はいなくて、その姿を求めて体を起こした。

　いつの間にかカーテンの外は白々しい光を滲ませている。

　壁にかかる時計の針は六時前を指していた。

　見回す部屋はいつもと同じで、なのにやけに殺風景に思えて寂しさが胸にじわりと広がる。

　なんとなく体が怠い。彼に包んでもらいたかったのに、途端に甦るのはひかりを翻弄した彼の行為だ。

　誰に見られてもいない部屋で顔から火を噴く。

　熱くなるのは、彼に触れられた体も同じだ。

（瑞輝にあんなことされるなんて……っ。どんな顔して会えばいいの!?）

　人生で最大の恥ずかしさの境地に立たされる。

　あられもない声を上げ、醜態を晒した。

　あんな感覚が自分にあるなんて知らなかった。

（でも……気持ちよかった……）

　また触れてもらいたいと思うふしだらな自分に、ますます羞恥が膨らむ。

　入る穴の代わりにまた布団に潜り込んだ。

　ぎゅっと目を閉じ身を縮めても、暗闇の中に雄の顔をした瑞輝を思い浮かべてしまい、冷静になれない。

　布団に包まりゴロゴロとのたうち回る。

　彼にすべてを捧げ大人のオンナになったのかと、こそばゆい思いに頬がむず痒くなる。

　だが、ひかりははたと動きを止めた。

　自然とそう思っていたが、果たして瑞輝とは結ばれたのか。

　気持ちのいいことばかりの記憶の末路に、オンナになった瞬間のページが見当たらない。

　散々攻め立てられたのに、肝心な部分が欠如している。

　そこでばさっと布団を退け、自身を見下ろした。

「着てる……」

　なんとも陳腐な台詞がミントブルーのウェアに虚しく落ちる。

　朝気がついたら隣に裸の男性がいて……などという、王道ラブストーリーの序章が如くとはいかなかったようだ。

　脱がされた下着はきちんと身につけている。

　彼が着せてくれてベッドまで運んでくれたのだ。

　その間にも、その後にも、彼はひかりと体を結びつけなかったのか。

　事に至らしめられた様子は微塵もなく、世に聞く、痛み、出血もない。

　ただ彼に翻弄された感覚だけが下肢に燻りを残している。

　気を失っている間に、乙女を喪失してしまったのかと思った。

　もしそうだとするなら覚えていないのはショックだが、瑞輝はそんな横暴な男だろうか。

　まさかと思ってみても記憶がない。真実は彼の手に握られているのだ。

　けれど、相手が瑞輝であったのなら不思議と嫌な気持ちにはならない。

　彼の意地悪な行為と甘く耳朶を舐る声を思い出し、熱の高まる感覚を覚えた体が震えた。

　――ずっと好きだった。

　初めて聞いた彼の想いに、掴みかかられた胸がきゅうっと苦しくなる。

　思わず吐いた溜め息は熱く火照っていた。

（瑞輝が私を……）

　胸元に手を当てて落ち着こうとしても、掌に伝わるどきどきは加速するばかり。

　そして、素直に嬉しいと思った。

　結婚しようと言い続けていたのも、本心だった。

　ずっと一緒にいたのも、ひかりへの想いがあったからなのだ。

「私……」

　彼を思うと呼吸の仕方がわからなくなる。

　胸が鼓動を速めて涙が出そうになる。

　ひかりはそれに似た感情を知っている。

　高校の頃憧れていた先輩に対して抱いていたあの胸の焦がれるような感覚。

「瑞輝のこと……」

　自分の心に触れようとすると、突然高々と音楽が流れてきた。

　静寂に水を差したのはスマートフォンのアラームだ。

　おそらくリビングの方で鳴っている。

　いつもの起床時間を迎え、心に燻りを感じたまま出勤準備を始めた。
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『明日、休みだったろ？　今夜ご馳走するから。何食いたい？』

　ランチの時間、手作りの弁当をつついていたひかりのスマートフォンがメッセージを受信した。

　彼の名前を見た途端、昨夜の行為を思い出しむせてしまった。

　お互いのシフトは把握している。とはいえ、瑞輝は副社長に就任してからというもの、公に休んでいる様子は見受けられなかった。

　この誘いは二人の休みが合うときの決まりだ。

　月に一、二度はご飯に連れて行ってもらっていたが、今回は二ヶ月ぶり。

『うん、ありがとう。和食が食べたいな』

　文字を返すだけなら普段を装える。

　内心心臓が破裂しそうだけれど、瑞輝は何も言ってこない。

　そもそも何か言われても困る。

　昨夜の出来事を事細かに説明されても、自分が恥ずかしさに追い詰められるだけだ。

（そうだ、自然にしてくれていた方がいいし、私もそうしていよう）

　耳まで広がる熱を感じながら、残りの弁当に箸をつける。

　好きだと言われたけれど、今まで通りの二人でいたい。

　そう思うものの、それでは彼の気持ちを無下にするようなものではないかとも思う。

　だけどそこに応えるにしても、果たして自分の思いが彼と同等のものであるのか。その自信はない。

　これまでの二人の関係が変わりつつある予感に、不安が忍び寄ってくる。

　普段を装わなければならないこと自体が、すでに変化の始まり。

　それに気づいたひかりのスマートフォンが再び震えた。

『今日、本店でミーティングがあるから、こっちまで来て。ひかりの終わり時間に合わせて迎え寄越すよ』

　二人で食事に出るときは、彼が最寄り駅まで迎えに来るか、ひかりがタクシーで本店近くまで行くのが通例だ。

　今夜も例に漏れず、瑞輝は気を利かせてタクシーを手配してくれるのだろう。

『また連絡する』

　いつもと同じやり取りに、緊張しながら了解とだけ返事をした。
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「お迎えに上がりました」

　私服に着替えたひかりを地下一階の駐車場で待っていたのは、ＬＥＤ照明をギラリと跳ね返す黒塗りのハイヤー。

　ひかりと同年代の黒スーツの男性が恭しく後部座席のドアを開けた。

　瑞輝が寄越したのは、この春に瑞輝の副社長就任と同時に付いた秘書・塚越つかこし望のぞむだった。

　瑞輝よりもわずかに近い目線で、ノンフレーム眼鏡の奥から切れ長の目が冷たさを醸す。

　以前、ひかりのいる店に就任の挨拶に来た瑞輝に同行していたから、彼のことは見知っていた。

　知っているからこそひかりは狼狽えてしまう。

　ひかりと瑞輝の関係は公にはしていない。

　彼と親しくしていると知られれば、他の女性従業員からのやっかみは目に見えている。

　それなのに、瑞輝は秘書を迎えに寄越した。

　副社長といち従業員を結び付ける関係を訝しむのは当然だ。

　幼馴染みの間柄だと聞かされていると考えるのが自然だが、これまでひた隠しにしてきた関係を第三者が知っている状況にかすかな不安が過った。

「安心してください。お二人が幼馴染みであると、副社長からうかがっています。周りにも吹聴致しませんので」

　それはもちろんだ。言いふらされては困る。

　考えてみれば、秘書なのだから当然守秘義務はあり、その信頼があってこその役目だ。

「どうぞ」

　澄ました顔で後部座席に掌を差し出す彼に恐縮しながらも、緊張と混乱を抱えて車に乗り込んだ。

　程よい柔らかさのシートは乳白色の革張りで、一等緊張感をもたらす。

　どこからどう見ても、ＳＰ付きの重役が乗っていそうな高級車だ。

　同僚の誰かと退勤時間が同じでなくてよかったと心底安堵する。

　いちＯＬにはまるで縁のない待遇、まして副社長の秘書に連れられていくところなど見られては、どういう事情なのかという追及を受けるのは必至。

　それなのになぜ瑞輝は彼を迎えに寄越したのだろう。

　しかも秘書を遣わせるなんて、これは立派な……

「職権乱よ……」

「いえ、これは私用です。この車も私の自家用車ですので、お気遣いなく」

　走り出した狭い空間では小さな独り言も会話として拾われてしまう。

「えっ、じ、じか……!?」

　ひかりの不安を遮り寄越された言葉に目を剥く。

　こんな高級車を所有しているなんて、塚越は単なる秘書ではないのか。

「いち秘書には不相応な所有物ですか？」

　くっと皮肉そうに肩を揺らす塚越に、思考を読まれたようで慌ててかぶりを振った。

「そ、そんなことは！」

「しがない男が見栄を張った産物です」

　意味深に自嘲する彼は、何かに抗う風情をちらつかせる。

　冷徹な印象だったが、彼は意外にも内に熱を秘めているらしい。

「でも私用とはいえ副社長からの指示で来てくださったなら、立派な残業では……」

「いえ、あくまで私情を挟みまくってここまで来ています。ギブアンドテイクというやつですね」

　飄々と答える塚越に「はあ……」と理解不足な相槌を返す。

こちら方面に用事でもあったのか。それだけでは一方的についでのおつかいを頼まれたようなもので、持ちつ持たれつという条件は不成立な気もする。

　瑞輝との間にどんな条約が交わされているのか。ひかりには知り得ない事情があるのだろう。

　それ以上はプライベートに踏み込みそうだと口を噤んだ。

【ＮＡＲＩＴＡ】本店は、全国一地価の高い場所に立地している。

　ひかりの職場からは三十分ほどで到着した。

　ガラス張りの外壁に、西洋風の建築物を思わせる白の外観が、とても洗練された雰囲気を演出する。

　営業時間は過ぎ、緑色の非常誘導灯だけが店内に浮かんでいる。

　瑞輝の父が創業したジュエリー店は今や、日本屈指の高級ブランドへと成長した。

　幼馴染みとはいえ、やはり自分とは住む世界が違うのだと、この建物を見るたびに彼の存在を遠く感じてしまう。

　そんな彼が、ひかりに想いを寄せているという。

　まさかあんな風に自分を求められるとは思わなかったから、未だ信じられない。

　自分を抱きしめる彼の腕の強さを思い出し、景色が流れる窓の外に赤い顔を向けた。




　本店の地下に設けられた駐車場で、塚越がドアを開ける。

「お疲れさまでした」

　瑞輝以外にこういった扱いをされるのには慣れていなくて、まるで金持ちの令嬢にでもなった気分にほんの少し浮かれた。

　ひと気のないコンクリートの空間にヒールを置く音が転がる。

　塚越に先導され従業員通用口のエレベーターを昇ると、店内へと続く通路が現れた。右手には休憩室やロッカールームが完備され、突き当たりに店舗フロアへ続く扉がある。

　本店には役員室が置かれていて、左側中央の扉がそれだ。

　すりガラスの扉からはほんのりと明かりが漏れている。

　瑞輝はそこにいて、まだ業務を終えていないのだろう。迎えを寄越したのにも納得だ。

　経営者側に回ると、店舗の状況を把握しながらいろんな問題を抱え、こんなに遅くまで店のことを考えていなければならない。

　あらためて彼が大企業を担う人材なのだと思い知らされる。

　先導していた塚越が扉を開き、ひかりを中へと促す。

　秘書室を兼ねている中部屋には、二つの机が通路を空け向かい合って置かれていた。

　そしてさらにその奥にある内扉のガラスの向こうから、上品な女性の笑い声が聞こえてきた。

　瑞輝ひとりではなかったらしい。

　予想外の女性の存在に驚き進めていた足が止まった。

　内扉の向こうに人影が見える。

　真っ白のソファが四方に配置され役員室の大半を埋める。そこに囲われた中央のローテーブルを前に、瑞輝と真奈美の姿があった。

　横並びに座る彼らへ視線を釘付けにしたまま、胸がじくじくと痛み始める。

　こちらの到着に気づかず、テーブルに広げた資料を二人で覗き込み、楽しげに言葉を交わしていた。

「どうかされました？」

　背後に塚越が控えているのを忘れていて、突然掛けられた声に肩を飛び上がらせた。

「い、いえ……」

　立ち止まるひかりを気にかけてくれたのだろうけれど、進めなくなった理由を口にはできなかった。

（二人が肩を並べている姿に、嫉妬しただなんて……言えない）

　もちろん瑞輝との関係を深堀りされることも懸念し、何も言わずに目線を落とす。

　しかしそれ以上に、自分の中に生まれた気持ちに酷く戸惑った。

　昨夜、彼の隣に座っていたのは自分だったのに、今は他の女性がいる。

　親の都合で見合いをさせられた婚約者同士。

　ただ目の前の光景が、無性に歯痒いのだ。

　自分勝手な負の感情を振り切って足を踏み出すと、後ろから不意に腕が伸びてきた。

　塚越がガラス扉に手をつき、そこを開けようとしたひかりの耳元に囁いた。

「やけに親密だと思いませんか？」

　突然間近に気配を感じ、びくりと体をこわばらせる。

　瑞輝以外の男性を許したことのないパーソナルスペースに入り込まれ、瞬時に恐怖が沸いた。

「あんなに寄り添いあって。こちらの気配にも気づかず、二人の世界に入り込みすぎでしょう」

　木製のドアノブにかけた手が震えるものの、塚越のやけに刺々しい物言いに目の前の光景をあらためて見つめた。

　塚越も噂を聞いているのか。いや、婚約の事実を知っていると思ったほうが正しいだろう。

　誰が見ても嫉妬するほど似合いの二人なのだと知らしめられ、ドアノブを握る手に力が入る。

　ひかりだってそうだと思った。

　でも、それを拒否する心がひかりの嫉妬を生んだのだ。

　ぎゅっと胸の奥が締めつけられて苦しい。

　免疫を持たない感情に頭が重くなる。

「ああ、あんなに楽しそうにして」

　ぐっと俯き視界から二人の様子を追い出すと、塚越が低く囁いた。

「こちらはこちらで、仲良くしましょうか？」

　彼の意図を理解する間もなく、顔の両側から黒スーツの腕が伸びてきた。

　ひかりを囲った塚越に、逃げ道を塞がれたのだと気づくと、途端に悪寒が走った。

　〝仲良く〟の意味は理解しがたいけれど、自分が今危険な状況にあると本能が察した。

　背後にいる男性に何かされたとしても、秘書だからと簡単に信用して、のこのこついてきた自分の落ち度だ。

「こ、ここ会社ですよ？　すぐそこに副社長もいますし……何かあったら困るのは塚越さんの方ではないですか？」

「何か、ってなんでしょう？」

「何って……」

「例えば、副社長から見える場所であなたを抱き寄せたりとか、でしょうか」

「っ！」

　思惑をはっきり口にされ青ざめる。

　危機的状況に、備わっているのか不明な自己防衛本能をフルに稼働させる。

　両腕を上げている彼の懐はガラ空きだ。

　一発肘を振り上げればあるいは……。

　もし逃げられなかったらという恐怖に抗いながら拳を強く握りしめていると、ガラスの向こうに人影が差した。

　顔を上げるとそこにいたのは、眉間にシワを寄せ不機嫌を前面に押し出した瑞輝。

　初めて見る表情に驚きはしたものの、彼の姿をガラス越しに見た途端に、張り詰めていた緊張の糸がぷっつりと切れる。体の内側から恐怖を押しのけるように、ぶわっと安堵が吹き上がった。

　ひかりを囲っていた腕はいつの間にかなくなり、勢いよく開かれた扉の中から瑞輝が身を乗り出してきた。

「ご苦労さま」

　労いの言葉はまるで威嚇でもしているように低い。

「お疲れ様です、副社長。ただ今戻りました」

　不機嫌な瑞輝とは対象的に、速やかに姿勢を正した塚越の言葉は冷静だ。

「ああ、助かったよ。ちょうど今、打ち合わせも終わったところだ。久瀬マネージャーの送迎が済んだら今日はもういいよ。ありがとう」

「はい、お疲れ様でした」

　言葉とは裏腹に、にこやかとは程遠い雰囲気の瑞輝。ひかりの肩を抱き寄せ、一歩下がった塚越からあからさまに引き離した。

　塚越どころか真奈美からも見える位置にいるのに、親密な関係性を見せつける振る舞いにひかりは一人大いに焦る。

　上質なスーツの胸元を押し退けようとしたが、不機嫌極まりない彼の表情にたじろいだ。

「今のは少しばかり行き過ぎた真似じゃなかったか？」

　苛立ちを隠さず語気を尖らせる瑞輝に、塚越は恭しく頭を下げる。

「それならお互い様かと」

　姿勢を正し切れ長の目をさらにすっと細める塚越。

　懇意にしている間柄なのかと思ったが、そこには見えない火花がピリッと散ったように感じた。

　二人の苛立ちの原因は何なのだろう。

　不穏な空気を払いながら、瑞輝が役員室の中に声をかける。

「久瀬マネージャー、貴重な意見ありがとう。塚越に送らせるから、上がっていいよ」

　書類を集め整えた真奈美は、ブランドのロゴが大きく入ったトートバッグを肩に掛け、大理石を踏み鳴らし近づいてくる。

　入り口に立つ瑞輝が、ひかりを抱いたまま道を空けた。

「お疲れ様でした」

「ああ、おつかれ」

　目の前を通る真奈美は、会釈をするなり尖った視線をひかりに向ける。

　お疲れ様でしたと挨拶するも、彼女のおざなりな会釈に敵対心を見た。

　瑞輝との時間を邪魔されたとでも思っているのだろうか。

　申し訳なく思い、気が滅入る。

　婚約相手に堂々と体を寄せるひかりに、気分良く居られるわけがない。

　大企業の御曹司であり女性なら誰もが振り向く秀でた容姿の瑞輝を、彼女も例に漏れず好いているのだろう。

　もしそうなら、ひかりに向けられた鋭さの意味も納得だ。

　背中に流れる艶やかな黒髪を靡かせる真奈美。

　ひかりの胸にもやもやとした罪悪感を塗りつけ、塚越に連れられ姿を消した。

　彼らのいた場所から視線を引き、すぐ間近を見上げる。

　まだ眉間に皺をたくわえる瑞輝に、不意にどきりとときめきを感じた自分に驚いた。

　逞しい腕に腰を引かれ、この腕の中で昨夜はあられもない姿を晒してしまったのだと思うと、朝布団に潜って隠したはずの羞恥が掘り起こされた。

　触れられていると、あの引きずり出された欲情の火照りが再燃する。

　それを悟られたくなくて、赤くなりだした顔を俯かせた。

「久瀬マネージャー、よかったの？　無理矢理帰したんじゃ……」

　真奈美の立場をおもんばかる言葉が出たのは自然だった。

　二人がとてもお似合いで、自分が邪魔をしてしまったと感じたから。

　すると瑞輝は扉を閉めて、ひかりの顎をくいと持ち上げた。

　心を射貫く視線に見下ろされ、自分でも届かない深層部分を探られているよう。

「話はちょうど終わってたよ」

「でも、マネージャーはなんだか……」

　真奈美を案じているかに見せて、本当は瑞輝の隣にいて欲しくなかった。

　ひかりの中からわずかに顔を覗かせた天の邪鬼。

　そこは自分の場所で、瑞輝が他の女性と寄り添っている姿なんて、一秒だって見たくなかったのだ。

　瑞輝はそれに目ざとく気づいていて、往生際悪く真奈美を気遣おうとするひかりの口をキスで塞いだ。

「んんっ」

　ぱくりと食べるように覆われた唇の中に、瑞輝は容易く滑り込む。

　顎を掴まれ逃走を禁じられる。

　舌の裏を掬われ隙間なく彼の熱情で埋め尽くされた。

　重責を抱える御曹司でありながら、なぜ瑞輝はこんなにもひかりを欲してくれるのか。

　対等に並び、将来彼を支えていくのであれば、仕事ができて家柄も申し分ない真奈美の方が断然適任であるはずなのに。

　対外的にも美々しい彼女より、自分との未来を熱望する彼の想いを、現実的に受け止められないのが本音だった。

　そう思いながらも、重ねる唇は瞬く間にとろける。

　瑞輝との触れ合いはいつだって心地いい。

　他の男性には近づかれることすら嫌悪するというのに、瑞輝だけは他の誰とも違う。

　それがどういう意味を示しているのかあと少しで気づけそうなのに、そこに触れるのが怖くなる。

　触れてしまったら全てが一変してしまいそう。

　いい方になのか、悪い方になのか。

　どう転ぶかわからないのが、ひかりを躊躇させる一因だ。

　ただこの熱くて心地いい口づけだけをずっと味わっていたいと思う。

　そんなひかりの願望をあしらうように、瑞輝の唇は離れた。

「何話してたんだ？　塚越と」

　わずかな隙間に吹き込む冷たい空気に乗り、苛立った声が唇を掠めた。

「なにって、大したことは……」

　足りない酸素を求めるひかりをさらに強く抱き、瑞輝が真上から強い意思を突き刺してくる。

「大したことなくても知りたいから聞いてるんだ」

　隠そうとしたわけではないのに、目元をしかめる瑞輝は、ひかりの答えを聞かずまた唇を塞いだ。

「あ……っ、ふ……んんっ」

　苛つきを纏った舌を咥内に差し込み、乱暴に呼吸を奪われる。

　わずかにできた隙間から酸素を求めると同時に、甘さの絡んだ声が漏れた。

　息苦しいのに、彼に蹂躙されながらもひかりの体は熱を持ち始めた。

　引かれる腰だけでは足元がおぼつかず、すがりつくように彼の上着を掴みしわを作る。

　抵抗どころか彼を求めている意思が伝わったのか、瑞輝のたくましい膝がひかりの太股に割り入ってきた。

　スカートを割られつま先立ちになったひかりの性感帯は、必然的に刺激される。

「好きだって言ったこと、忘れたか？」

「あんっ、ん、あっ」

　零れる声が、広い室内に飛び散る。

　下肢を彼の膝で擦り上げられ、強い快感が脈動した。

　一度快楽の通り道を知った体は、この先の行きつく果てに向かって昂りだす。

　乱暴に刺激を与えられ感度が増し、花壺からじわりとはじらいの蜜を滲ませた。

　下着が湿っているのがわかり、ひかりは羞恥に見舞われ咄嗟に腰を引く。

「逃げることないだろ……素直に感じてろよ」

　スカートをたくし上げ裾から侵入してきた熱い手が、下着に覆われた柔らかな桃尻を掴んで撫でた。

　すでに鋭敏になっていた肌によって、きゅんとした疼きが下肢に集まる。

　やわやわと弾力をたしかめたあと、レースの際から長い指がするりと滑り込もうとした。

「もうっ、瑞輝……っ」

　なけなしの力で瑞輝の体をぐっと押しやる。

　意外にも簡単に解放され、途端に矛盾した寂しさが過った。

「塚越さんに迎えに来させたのは瑞輝でしょ！」

　それを誤魔化して、わざと強気に反発する。

　しかし、怯むどころか目を細める瑞輝は、苛立ちを消さない。

「送り届けるだけでいいのに、やけに近づきすぎだった」

　瑞輝はそう低く呟くと、さっきの強引さとは違った手で、ひかりを優しく抱きしめた。

「塚越なら安心だと思ったのに。俺が迂闊だったな。……大丈夫だったか？」

　瑞輝はひとりごちたあと、ひかりの耳元で優しく囁く。

　燻りを残していたひかりの体は、彼の声に首筋を撫で上げられたようでぶるりと震えた。

「どこか、触られたりしなかったか？」

　後頭部を撫でていた掌が背中に下りてきて、ツウっと腰のラインに刺激を与える。

「ん……っ」

　腰骨の奥にまで感度の高い電流が伝わり、思わず甘えた吐息が鼻から抜けた。

　たまらないむず痒さに反応する子宮がきゅうんと縮み上がる。

「どうした、まさか感じた？」

　体が性的にときめいただなんて言えるわけもなく、上がりそうになる呼吸を堪えて彼の胸板を非力に殴った。

　ひかりの反撃ににやつく瑞輝は、胸元に飛び込んできた小さな拳を包み込む。

「見てもらいたいものがあるんだ」

　攻撃の意思を吸い取られたひかりの手は優しく解かれ、甲にキスが落とされた。

　手元から上目遣いの眼差しを受け、今度は素直に頬が熱くなる。

　すっかりしおらしくなったひかりは、導かれるがまま部屋の奥へと進んだ。

　誰もいなくなったソファに腰を下ろすと、瑞輝はローテーブルに三つのジュエリーのデザイン画を広げた。

　色鉛筆で繊細な線を引いた絵は、それぞれが違う印象を与える。

「この間話してた新しいコンセプトの新商品案。ひかりならどれを選ぶ？」

　ネックレスとブレスレット、指輪にピアス。三パターンずつ用意されたデザインは、どれも美しく洗練されたものだ。

「瑞輝がデザインしたの？」

「もちろん。次の企画会議に出す予定なんだ。コンセプトはそれぞれ、リファインド洗練・エレガント上品・アドラブル愛らしさ。この中のどれかを新しいシリーズで出していこうと思ってる」

　さすが瑞輝だ。発想の全てが美しい。

　今までたくさんのジュエリーを見てきたからこその感性だ。

「すごい……ね。やっぱり瑞輝はこの店を引っ張って行くべき人だよ」

　おもむろに一枚のデザイン画を拾い上げ、うっとりと眺める。

　彼の夢がそこに描かれているようで、ひかりまでもその一端を握りしめている気がした。

「それ、褒めてくれてる？」

「もちろん！」

　少し自信なさげに聞こえた声に、彼を励まそうと笑顔を振り上げる。

「さすがとしか言えないけど、……このリファインドシリーズ、私好きだな。シンプルだけど、ダイヤの存在感はちゃんとある。普段付けていても嫌味じゃないし、ファッションとしても使えそう」

　熱く語るひかりを、瑞輝は突然抱きしめた。

「ひかり……」

　顎をすくい上げられ、ひかりの名前が唇の中に吹き込まれる。

「ん……」

　しっかりと合わさったそこから、彼が遠慮なしに入ってきた。

　驚いて目を見開くひかりの舌に、分厚い熱が絡みついてくる。

　逃げ道のない密閉された場所は、ひたすら蹂躙されていく。

「んっ、んん……」

　喉の奥から引き出される喘ぎ声は、外に出られず咥内でくぐもる。

　後頭部を押さえられ、成すすべなく息苦しさが増した。

　ぐっと腰を引かれたかと思うと、体がふらつきそのままソファに押し倒された。

　その拍子に離れた唇から、はあはあと酸素を貪り呼吸が乱れる。

「お前に後押しされると、何でもできそうな気がするよ」

　普段の自信に満ちたものとは違い、不安を拭われたような笑みを浮かべる瑞輝は、ひかりを見下ろしまた唇を合わせてきた。

　唇の形を味わう柔らかいキス。

　滲んでいた視界でとらえる彼の瞳は、すっかり色香に濡れている。

　腰を抱いていた手がゆっくり下降し、なだらかな女の曲線をなぞる。

　まんまと性感帯をくすぐられ、濡れた声が漏れた。

　拒否などわずかにも含まない雰囲気を悟ったのか、瑞輝の手はひかりのスカートの裾に侵入する。

「あ、みず……っ」

　ようやく彼の雄の欲望を察知したものの、手遅れだった。

　呼びかける声は彼の熱い唇に塞がれ、肩に回された腕に身動きを封じられていた。

「んんっ」

　太股を閉じても意に介さず、彼の手はひかりの体をこじ開ける。

　その間もずっとぞくぞくとした恐怖に近い心地よさが、下肢を痺れさせ続けていた。

　わずかな隙間に彼の脚が挿し込まれついに動けなくなる。

　まるで蜘蛛の糸のような繊細な彼の想いに絡め取られたみたいだ。

　ソファに縫い付けられ、非力な抵抗は無意味。

　秘めたる場所に、無遠慮な指が到達した。

　下着越しにゆっくりと割れ目が撫でられる。

　ひかりの意思とは無関係に、体は彼の指に悦んで熱と潤いを与えた。

「ふ……ぁ……っ」

　上下に擦り付けられる部分が、摩擦のせいではない熱を帯びる。

　それがひかりの内側を溶かして、愛蜜を秘壺から滲ませた。

　薄い布は他愛なく湿っていく。

　自分の恥ずかしい反応を知られたくなくて、彼の胸板に小さな拳で抵抗をぶつけるものの、恍惚に目を細めた彼の前では無力だった。

「っ、……あっ」

「感じてる」

「やぁ……」

　触れ合った唇の隙間になけなしの抵抗を挟む。

　その意を受け取ってくれたのか、瑞輝の指は離れてしまった。

　浅い呼吸で平静を取り戻そうとするも、疼いたままの体は彼に触れていてほしいと震える。

　少しでもむず痒さを慰めたくて太股を閉じるけれど、そこではくちゅりと瑞々しい音が鳴った。

「触ってほしい？」

　目ざとく気づく瑞輝の手は再びひかりの脚をこじ開ける。

　震えなのかかぶりを振っているのかわからない否定。

　ふるふると震える体は抱きしめられたまま、瑞輝の指はひかりの下着の際からぬるりと中へ滑り込んだ。

「んあああっ！」

「ああ、溢れてるな……」

「いやぁ……あ」

　ひかりに濡らされた指が直に割れ目を舐る。

　ぬかるみを確かめるように撫でた後、薄い茂みをかき分ける指。

　そして、膨らみ始めた蕾を探り当てた。

　くるくると撫でられる蕾は、体中にびりびりと悦にまみれた刺激を送り出す。

「あああっ、あんっ、だめっ、お願い……っ」

　背徳感に塗れた快感から逃れたいのに、腰がひくつくだけ。

　蕾を守るぬかるんだ卑肉は、彼の指に吸い付いて離そうとしない。

　次第に抵抗の意思も薄まり、彼のジャケットを握りしめる自分の手がぼやけてきた。

「は、……ぁっ、あ、ん……」

「気持ちいい？」

　彼の問いに頷いたのかどうかもわからなくなってきた。

　体が宙に浮き始める感覚。

　彼の指の動きに全意識と神経が集中する。

　悦楽をいっぱいに含んだ蕾は、今まさに弾けそうだ。

「み、ずき……あ……っ」

　つま先がぴんと伸び、彼に身を預けたまま快感の高見へ駆け上がる。

　短い呼吸を繰り返し、素直に快楽に従う。

　瑞輝がそれを優しく助長すると、ひかりは息を詰めて絶頂に体を震わせた。

「んん……っっ」

　くたりと力が抜け、ソファに沈む。

　呼吸を乱したままのひかりを彼はしっかりと抱きしめた。

「どこまで可愛いんだよ、お前は」

　つい今まで横暴にひかりを嬲っていた人とは思えない優しい声。

　聞き心地のいい響きに、うっとりと瞼を下ろした。

　恥ずかしい仕打ちを受けたのに、この温かな腕の中はとても落ち着く。

　とくとくと聞く彼の心音が子守唄みたいだ。

「また寝るのかよ。夕飯、どうする？」

　胸板からの低い声の振動がさらに眠気を誘う。

　意識をかろうじて繋ぎ止め、「食べる」と小さく呟いた。

「うちでデリバリーとろうか」

　ふっと小さな笑いを零す瑞輝は力の入らないひかりを気遣う。

　彼はいつだってそうだ。

　ひかりの思いを誰より察し、簡単に甘やかす。

　額にふわりとキスをされ、じんわりと胸に広がる幸せな気持ちを抱いて彼に擦り寄った。
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　瑞輝の車に乗り込み助手席で揺られている間、ひかりはしばしの眠りに落ちた。

　本店から十数分の彼の自宅。駐車場に到着すると彼に抱えられた感覚に目を覚ました。

「自分で歩く」と言うひかりを彼は素直に降ろす。

　高級車ばかりが並ぶ駐車場は、何度見ても圧巻。もちろん彼の真っ白なセダンも磨き上げられていて、上品な輝きは見劣りしない。

　瑞輝の住まいはその身の丈に合った高級マンション。エントランスはさながらホテルのロビーで、そこにはコンシェルジュが常駐している。

　広いラウンジに置かれたソファで待たされ、フロントに声を掛ける瑞輝の背中を目で追った。

　ダークブラウンを基調にした高級感溢れる造りに、馴染む彼の美麗な佇まい。

　さっき本店で見た、真奈美との釣り合いの方が取れている気がして、また遠くに感じる。

「お待たせ。行こう」

　寂しさに頭を重くするひかりの前に、大きな掌が差し出された。

　その手を辿り彼を見上げると、柔らかく細められた眼差しがひかりの寂しさを拭った。

　上昇する広いエレベーターの庫内。繋いだ手が引かれ、ふわりと唇が合わさる。

　軽く触れるだけですぐに離れる彼を追うひかりの目は潤んでいた。

「そんなに物欲しそうな顔するなよ。有無を言わさず抱きたくなるだろ」

　抱く、という言葉に、羞恥が過剰に反応し、鼓動が弾けて顔が真っ赤に上気した。

　ついさっき施された愛撫は未だ体を燻らせていて、その先の行為を容易く彷彿とさせた。

　ひかりの体はすでに男女が交わる最終地点を見たのか。

　記憶がなくとも、初めてそうなった相手が瑞輝なら文句などない。

　男である瑞輝の体が、ひかりと深く繋がる想像をしてしまい、鼻血を吹きそうなほど頭がのぼせる。

　いやらしい思考に苛まれるひかりがぐっと俯くと、瑞輝は繋いでいた手を解き細い腰を引き寄せた。

「今夜、泊まってくか？」

　その意味に押さえ込もうとした羞恥が爆発し、ひかりは髪を乱して首を左右に振る。

　全力で否定をしても、瑞輝は不快を見せずにくくっと肩を揺らした。

「そんなに嫌がらなくてもいいだろう。まあでも、ああいうことされれば警戒もするか」　

　笑いを含めて囁いた瑞輝は、ひかりの頭頂部にキスを落とす。

　噴き出す恥ずかしさが胸を騒がせる。

　急に大人の男と女の関係を浮き彫りにされ、その距離感にひたすら戸惑った。




　瑞輝の部屋は二十四階建ての最上部。

　シックで重厚な扉構える玄関は、そこだけでもベッドを置いて生活できそうだ。

　幅広い廊下を抜けると、軽くスポーツできそうなほどのリビングがある。

　高い天井に向かう内階段があり、メゾネットのスペースまで吹き抜けている。

　ひとりで暮らすには持て余すだろう部屋には、外の世界を見渡せるよう天井まで一面がガラス窓だ。

　夜に耽ったダークグレーの空の下には、ビルの明かりがきらめきを散りばめる都内の夜景を見渡せる。

　何度訪れても圧巻の景色だ。

「シャワー浴びてこいよ」

「えっ」

　リビングに通されるなり、これからを連想させる瑞輝の気遣いに、あわあわと狼狽える。

「そういうんじゃないから。さっきのまんまじゃ、落ち着かないだろ？」

　ジャケットを脱ぎながら、瑞輝が柔らかく微笑んだ。

　〝さっきの〟行為を思い出し、恥ずかしさが倍増して赤くなる。

「う、うん」

「着替えは用意するから、ゆっくり入ってこいよ。着てるやつはランドリーボックスに入れておいていい」

「ありがと……」

　恥ずかしさから逃げるように踵を返す。

　バスルームの場所は知っている。

　リビングを出て元来た廊下を戻り、途中にあるダークオークの引き戸を開いた。

　奥に広がる高級ホテルのような清潔感溢れるバスルーム。

　真っ白の洗面台の向こうに、間仕切りの曇りガラスの扉がある。

　最初見たときは、ガラスが透明に切り替えられる仕様に大騒ぎしたものだ。

　まだ男と女として、彼を意識していなかった頃だ。

　それなのに、今は心臓の音が止められないほど緊張している。

　学生の頃とは違う。

　瑞輝は、大人の男なのだと思い知ったのだ。

　自分の体は彼と結びついたのか。

　両方の腕を抱きしめる手に力がこもる。

　そうしなければ、震えて倒れてしまいそう。

　自分が大人の女になったのかと、未知の世界に不意に放り込まれたようで怖い。

　緊張と羞恥が胸の高鳴りを助長し、彼に翻弄される悦びを知った体。

　愛し撫でられた感覚が膝の間に残っている。

　数十分前に声を詰まらせ達観した体は、もうすでに物足りなさを感じ彼の熱を求めている。

　ふるりと身を震わせてから、まだ潤いを残した体を引きずりながらバスルームのガラス扉を開いた。




　バスタブには五分もあれば湯が張り、綺麗に汗と羞恥を流そうと体をゆったり沈めた。

　このあと瑞輝と顔を合わせるのが恥ずかしくて、危うく逆上せるほど長湯しそうになった。

　ある程度リラックスを纏ってバスルームを出ると、キャビネットの上に白いスウェットのセットアップが置かれていた。

　それと共にある小さな袋の中には新品の下着。おまけに、高級ブランドの携行用基礎化粧品まで用意されている。

　この短時間で瑞輝が購入したとは思えないから、コンシェルジュに頼んだのだろう。

　多少サイズに誤差はあるが、着替えは無いよりいいし、むしろ彼の気遣いはとてもありがたく思う。

　そして同時に、帰る口実も、その必要もなくなった。

　完璧なお泊まりスタイル。

　せっかく落ち着いた心臓がまた暴れだす。

（私、今夜……瑞輝とまた……）

　ふかふかの白いタオルで燃え上がる顔を押さえ、かぶりを振る。

　散々恥ずかしい目に遭わされたにもかかわらず、一線を超えるとなるとやはり覚悟が必要だ。

　気持ちのいいだけの戯れとは違う、二人の関係性に明らかな変化をもたらす境界線。

　それを超えるとき、正気でいられるのだろうか。

　もしもうすでに彼を受け入れているのであれば、その時点で二人の間を繋ぐものに名前がついたのか。

　――恋人。

　思い浮かべたそのふた文字に違和感が過る。

　瑞輝に好きだと言われた。

（じゃあ、私は……？）

　想いを通わせ合った二人が晴れて〝恋人同士〟となるのなら、瑞輝とひかりの関係はそれには当てはまらない。

　彼を男性として意識こそすれど、そこに恋情が伴っているのかどうか、気持ちはぼやけたままだ。

　瑞輝は大切な人。自分の人生にずっと関わり続けてきた大事な……。

「親友……？」

　でも、男女の親友がキスなんてするのか。

　体をつなげたりするのか。

　友達以上恋人未満。

　違う。

　すでに瑞輝は、ひかりに想いを寄せているのだから、そのバランスはもう取れなくなっている。

　あとは、ひかりの気持ち次第。

　ちゃんと向き合わなければいけないところに来ているのだ。




　髪を乾かし軽く束ねてリビングに戻る。

　左奥にはアイランドキッチンがあり、広々としたダイニングテーブルが置かれ、さっきまではなかった和食料理が大きな漆器御膳に載り、二人分向かい合って綺麗に並べられていた。

　ぶりのしゃぶしゃぶに鮎の塩焼き。穴子の寿司に白子の吸い物と小鉢に盛られた茶そば、白菜のお浸しと小さな茶わん蒸し。デリバリーだなんて軽々しく言えない料亭のような品目に目を剥いた。

　こんなに手の込んだものを瑞輝に作れるはずがない。

　着席を促し、ひかりの席の椅子を引く瑞輝は飄々と言ってのける。

「腹減ったろう。ちょうど今届いたから」

「わざわざ頼んでくれたの？」

　たまに彼の感覚がわからなくなるときがある。

　もちろん若くしてこの高級マンションを購入したと聞いたときもだ。

「ヘルシーに作ってもらったから、この時間でも食べられるだろ」

「あ、ありがとう」

　戸惑いながらも席につくと、夜景を見渡せるレストランにでも来た気分だ。

　スウェットで上品さの欠片もないけれど、ひかりの椅子を引く瑞輝のもてなしに心は浮かれた。

「シャンパンでも開けたいところだけど、送れなくなるからな。炭酸水ならある」

　メタリックの大きな冷蔵庫を開けながら、瑞輝が声をかけた。

「それで大丈夫」

「了解」

　グラスをふたつ片手に持ってくる瑞輝は、今夜もちゃんとひかりを帰すつもりらしい。

　この後に何かが起きるだろう可能性を、自分だけが考えていたのだと顔を熱くさせる。

　肩透かしを食らったような気持ちがなんだか恥ずかしくて、ほんの少し寂しくも感じた。

「うん？」

　テーブルの傍らで炭酸水を注ぐ瑞輝と不意に目が合う。

　どきっと心臓が飛び跳ね、無意識に寂しさを孕んだ視線を慌てて泳がせた。

「う、ううんっ、何でもない！」

　肩に力を入れて膝の上で拳を作る。

　耳が熱い。

　胸まで熱い。

　抱かれるのかもしれない。いや、抱いてほしいのだと、ほんの少しでも期待していた自分に気付かされ、心臓が羞恥に暴れだす。

　きょとんとした瑞輝は向かい側に座ると、律儀に手を合わせ「いただきます」と言った。

　いつもどおりに振る舞う彼に、次第に鼓動は落ち着く。

　瑞輝が男であっても、自分を好いてくれていようと、いつもと同じこの穏やかな時間は壊したくないと手を合わせながらあらためて思った。
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「ごちそうさまでした」

「さすが、有名割烹料亭だな」

「わざわざこんな時間に作ってもらって、無理言ったんでしょう？」

「多少？　まあでも、あそこの若旦那とは持ちつ持たれつの関係だし、このくらい構わない」

　二人でシンクに食器を運び、瑞輝がスポンジを手に取った。

　完備されている食洗機は使わず、並んで食器を洗ういつもの空気に安心する。

　しかし、普段通りにできないのはひかりの方だ。

　腕まくりをした彼のたくましさがやけに気になり、ときめきは煽られっぱなしだ。

　この腕で抱きしめられ、いいように辱められた記憶が鮮明に蘇る。

　ひかりの細い体など簡単に征服してしまう強さに、雌の本能が武者震いする。

　自分の知らなかった悦楽を開花させた彼に対する、一種の刷り込みだ。

　彼に触れられた快感が本能と連動して体を熱くさせる。

　最後の食器を拭き終わると、瑞輝はすかさずひかりを抱き寄せた。

「こ、今夜は私料理してないよ……？」

　力強い腕を解こうとしても、一瞬で体が悦びを覚えて押しのけられない。

「お前、ほんとに手料理の対価だけでキスしてると思ってたのかよ」

「だってそうなんじゃ……」

「馬鹿、違うに決まってるだろ」

　そう言った途端に、瑞輝は瞳に色香を挿す。

　顔を傾け迫る彼に、いつものようにキスされるのだと身構えぎゅっと目を瞑る。

　けれど、一向に唇は触れられず、薄っすらと目を開いた。

「ずっと好きだったって言ってるのに、まだ信じてないのか？」

「え……」

　わずかに苦しそうにした瑞輝は、それを瞼で隠し唇を合わせた。

「あ……ふ……っ」

　すぐに咥内に滑り込む舌が、ひかりの欲情を煽り蠢く。

　上顎を舐めずり、それから逃げるひかりを絡めとる。

　互いが絡み合い細胞は溶け合おうとする。

　飲み込みきれず、どちらのものかわからない唾液が口の端から滴った。

「ん、あ……」

　呼吸もままならず酸素を求めると、二人の隙間から零れたのは悦に塗れた甘ったるい吐息だ。

　その声によって、逆に煽られた瑞輝はひかりを強く抱きしめる。

　さっき見とれたたくましい腕が背中を這い回り、慌ただしくスウェットの中に潜り込んできた。

「ちょっ、みず……っ」

　あっと合う間に背中の締め付けは解かれた。

「だめっ」

「嫌ではない？」

「もうっ、そうじゃなくて！」

　キスを迫る口を咄嗟に両手で押さえる。

　むぐ、と口ごもり眉間にシワを寄せる瑞輝に、ひかりはさっき湯船の中で決した思いを伝える。

「きちんと考えたい、瑞輝のこと。急にそういうこと言われて、正直、戸惑ってるの。今まで瑞輝とは男の人として向き合ってこなかったから……」

「俺はずっとお前を女として見てたよ」

「だからだよ。私もちゃんと考えたい。こうやってキスするのも、流されてるだけかもしれないじゃない。昨夜だって……本当なら、ちゃんと気持ちを重ねた二人がすることで……」

　自分で口にしながら、彷彿とさせられた情事に語尾が羞恥を孕む。

　連動して赤くなる顔を伏せようとすると、油断した両手が瑞輝に捕まった。

「昨夜って？」

　彼は自力で口を開放し、ニヤニヤと口角を上げて隠し損ねた顔を見下ろしてくる。

　わかっているくせに、こうやって羞恥を煽って楽しんでいるのだ。

　けれど、押されてばかりではだめだ。

「瑞輝だって……気持ちの伴っていないセックスは、いやでしょう？　ちゃんとお互いの気持ちを重ねてからじゃないと、私だって……寂しいよ」

　勢いに任せて飛び出したのは、正直な気持ちだった。

　もし本当に、意識がないうちに彼と体を結びつけたのだとしたら、きっと得られたであろう幸福感を二人で重ねられなかったのは虚しさ以外残らない。

「もう……キスは、しない。ちゃんと自分の気持ちを自分で見つけて瑞輝に応えたいから」

　だからお願い、と深い瞬きをして思いを伝える。

「少しだけ、考える時間をちょうだい？」

　真っ直ぐな気持ちが届いたのか、瑞輝は目を丸くしてから溜め息を吐いてうなだれた。

「してないよ、何も」

「え？」

「セックス。してない。意識失ったお前抱いて、幸せなわけないだろ」

　はっきりと告げられ、胸に重く渦巻いていた靄が晴れる。

　しかも、ひかりと同じ思いでいてくれたことが素直に嬉しかった。

　ほっと安堵を覚える。

　どうやら自分でも知らず知らずのうちに、怖さと不安を抱いていたらしい。

「俺さ、お前のそういう真面目なとこが好きなんだよ。昔からそう。うちの会社に誘ったときも、コネは嫌だからって、きちんと正面から採用試験受けに来たよな」

　力任せだった腕は、ふわりとひかりを抱きしめなおす。

「どんな女に言いよられても、根が真っ直ぐなお前の方が俄然可愛く思えた。比べるまでもなく、俺が欲情するのはお前だけだったよ」

「欲情って、それただのスケベじゃん」

「好きな女を抱きたいと思うのは、正常な反応だろう」

　あたたかな空気を抱きながら、二人で穏やかな笑いを持ち寄る。

　何度も想いを口にされると、耳慣れない言葉はたまらなくこそばゆい。

　だけど瑞輝の腕の中が安心するのは事実だ。

　ひかりのすべてを知ってくれていて、その包容力に心が落ち着く。

　この気持ちは何なのだろう。

　高校時代に感じた淡い思いとは別ものだ。

　手探りで触れてみても、どうにも形容しがたい。

「ひかり……」

　自分の心に気を取られていると、不意に呼ばれて顔を上げる。

　すると瑞輝が瞼を閉じながら顔を傾け迫っていた。

　いつもの角度で唇を合わせそうになったところで、ひかりはぱちっと瞬きをする。

　ふいっと顔を背けてから横目に瑞輝を見やると、疎ましげな目に刺された。

　しかし、ここで怯んでは流されっぱなしになる。

「ほら、こういうの。だめ」

「……わかったよ」

　瑞輝は大きく溜め息を吐いて、最後にもう一度だけひかりを強く抱きしめた。
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　それからというもの、夕飯のあとの〝ご褒美〟はお預けとなった。

　この二週間、お預けされているのはひかりではなく、瑞輝の方。

　そんな彼は食器を洗い終えたあと、ひかりと向かい合う瑞輝はむっと唇を引き結んで愚痴る。

「抱きしめるのもだめなのかよ」

「だめだよ。そういうことでふらつくのはいやなの」

　毅然と返すひかりに対し、瑞輝はわかりやすく眉を下げる。

　しょんぼりと背を向ける彼の後ろ姿に、垂れた耳と尻尾が見え、思わずくすりと笑みを零した。

　しかし、ひかりとしてもいつまでもこのままでいいと思っているわけではない。

　瑞輝に対する自分の気持ちを真剣に考えている最中で、キスや愛撫に引っ張られず、きちんと彼と向き合った想いを探している。

　触れ合わない間、彼のぬくもりを求めている自分には気づいていた。

　でもそれが、単なる刷り込みによる錯覚なのか、自分自身がわからなくて不安が募る。

　このまま触れ合わなければ、もっと彼が欲しくなるかもしれない。

　逆に、自然とその感覚は薄れていって、彼を求めることはなくなるかもしれない。

　いつものようにジャケットを羽織る背中を見つめる。

　ひかりのために精一杯自分を制してくれている彼のいじらしさは、とてもかわいいと思う。

　反面、彼の雄々しい一面も見せつけられ、ひかりの心はこれまでとは全く違った見方で瑞輝との距離を測っている。

　気兼ねせず、持ちつ持たれつで続けてきた心地いい対等な関係だったのに。

　彼は突然そのバランスを自ら揺るがせた。

　彼がくれた想いに、鼓動が戸惑う。

　今思えば、夕食の対価にしては多少強引な行為だった。

　けれど高校時代から続くスキンシップで、外国人のそれと似通ったものなのだと妙な納得をしていた。

　それなのに、瑞輝が表沙汰にしてこなかった胸の内を吐露するから、二人の空気の色が一変した。

　それまで恋人を作らなかったのが、ひかりのためだったとは身に余る理由だ。

　ひかり自身、瑞輝に想ってもらえる人格者だとは思えないのに。

「瑞輝はどうして私なの？　たいして美人でもないし、ただのＯＬだよ？」

　夕食のあと腕時計をつける横顔に、思わず問いかけた。

　ゆっくりと向き直る瞳は一切の揺らぎも見せず、無言の圧力に押され後ずさるひかりに手を伸ばし、強く抱き寄せた。

「ちょ、ねえ、だからこういうのは……」

　抵抗をものともせずしっかりと抱きしめた瑞輝は、ひかりの肩の上で小さく深呼吸をした。

「安心する、こうしてると」

　静かな呼吸とともに吐き出された言葉は、その意味を体現していた。

「今日もちゃんと、俺のそばで笑ってるって。ちゃんとお前のこと守ってやれてるんだって安心する」

　最近見せていた本能的な雄の姿はなく、心の内側に触れさせてもらえているような柔らかさに抵抗が吸い取られた。

「中学から一緒だったからとか、俺と話すだけで攻撃されるとか、あの頃は本当に狭い世界にいたよな、俺達」

「うん、理不尽極まりなかったね。靴に泥とかしょっちゅうだったしね。あれほんとどこから持って来てたんだろう」

　今になってみれば、軽く笑い合えるほどの話にできるようになったのも、彼がずっとそばで支えてくれていたからなのだ。

「瑞輝が〝上履きで帰るから俺の靴履いてけ〟って言ってくれたとき、嬉しかったけど、やっぱり怖いっていうのもあったよ。嫌がらせがエスカレートするんじゃないかって」

「うん、わかってた。あのときから、もうお前に関わらないほうがお前のためだなって思って、離れたんだよな」

　もう何年も前の出来事は、鮮明ではないにしろ、あの頃の辛さや彼の優しさを振り切る痛みまでも蘇らせる。

　あんな思いはもうごめんだ。

　だからこそ、今でも二人の関係は公にしていないし、これからもそのつもりだった。

　そうやってひた隠しにしている関係に、上乗せしてのこの二週間。しばらく瑞輝と距離を置いた頃の寂しさが不意に今の心境と重なった。

（寂しいのかな、私……こうやって抱きしめられている瞬間にも、安心するなんて）

　高校時代、彼と距離を置いたことで物足りなく感じる日々が続いた時期があった。

　嫌がらせが落ち着き、少し余裕の出てきた心が寂しさに吹き晒されていた頃。

　ひかりは、瑞輝とは違う人に憧れを抱くようになった。

　心を満たす何かを無意識に欲していたのだ。

「離れても俺はひかりを気にかけてたのに、お前は別のやつを見てたよな」

「先輩の話？　あれはほんの少し憧れてただけだよ」

「でも、失恋には違いなかったろう？」

「どうかなあ。あんまり覚えてない」

　あの失恋ともわからない出来事よりも、瑞輝と触れ合わずに過ごしたこの二週間の方が苦しかった気がする。

　心を撫でつけ安寧をもたらす瑞輝との抱擁。

　感じるままに素直に受け止めると、彼にすっかり甘えてしまっている自分が恥ずかしくなってきた。

「めちゃくちゃ綺麗だったじゃないか、夕陽に染まる教室。お前がそこから逃げ忘れてるのと同じくらい、俺も見惚れたよ、お前に」

　聞き慣れているはずの彼の声が、やけに耳に響いて頬の熱を誘う。

　彼の想いが滾々と体に染み込んでいく。

「失恋してるひかりの顔が儚くて、凄く綺麗で……。俺がその景色よりももっと綺麗なものお前に見せてやりたいって、そう思った瞬間、はっきり自分の気持ちに気づいたよ」

　初めて当時の彼の心を見せられ、それに感化された熱が胸の奥から噴き出してくる。

　恥ずかしさと似て非なる感情。

　あのとき目を開くのも難しいほどの橙色に当てられた。影絵のように切り取られた恋人同士の景色。

　心が震えるという感覚を味わったあの瞬間と同じものが、記憶をなぞって今ここに沸き上がってくる。

「お前にも俺と同じ気持ちでいて欲しいと、ずっと思ってきた。俺は、これまでもこれからも、ひかりを守っていくから」

　抱きしめる腕の中を覗き込み、瑞輝がひかりの視界いっぱいに迫った。

「だから一緒にいて。これからもずっと、俺と」

　二週間ぶりに唇が重なる。

　自分でかけた制限は、彼の想いと震える唇から伝わる少しの不安に、一時的な解除をした。

　ふわりと触れ合うだけのキス。

　ほんの数秒間の静寂に下ろしていた瞼を上げ、間近で見つめてくる彼のかすかに揺れる瞳を覗いた。

　彼はこの先ひかりに委ねた選択肢という枝の分かれた道があるのだと察していたのだろう。

　ひかりが待たせている間、自分が望む未来に沿う答えをひかりが導き出すかどうか、不確定な状況が彼にも不安を与えているのだ。

　合わせた唇から伝わってきたそれは、過去から持ち続けていたひかりへの想いと隣り合ったもの。

　こんなに誠実に伝えられた想いに中途半端な答えは出せない。

　だからこそ、今のひかりにはどんな言葉も紡げなかった。

　そんな彼女の気持ちを推し量るように、瑞輝はいつもよりもうんと優しい笑みでひかりの心を撫でた。

　本当はすぐにでもひかりの気持ちが欲しかったに違いない。

　彼が何年も抱えてきた想いをようやく打ち明けたのだから、それに相応する答えを待ち望んでいたはずだ。

　しかし瑞輝はそれ以上何もせず、唇にぬくもりを残しただけで今夜も自宅へと帰っていった。
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　店舗は二十一時に閉店し、今日が遅番のひかりは戸締まりの担当になっている。

　すべてのシャッターを下ろしロックを確認すると、あとは本店からの受注商品の到着を待つばかりだ。

　遅番のときには、帰宅が二十二時を過ぎるのもざらだ。

　けれど、どんなに遅くなっても瑞輝は構わずひかりの自宅にやって来る。

　たとえ疲れていたとしても、彼の来訪を断ったことは今まで一度もない。

　疲れているのはお互い様のはずなのに、そんな日はいつだって店舗近くまで迎えに来ているし、先に夕食の調達も済ませてくれる。

　帰宅電車の憂鬱さも、遅い時間の夕食作りの煩わしさも彼はわかっているのだ。

　それに数日前に彼の心の内を見せられてもなお、無理強いもせず健気にひかりのそばにいる彼には、申し訳ないほど甘えさせてもらっていた。

（単にごはんを食べるためだけじゃなくて、瑞輝は私に会うために毎日……）

　あれだけ彼の想いを聞かされたのだから、もう逃げたり誤魔化したりしない。

　きちんと受け止めると、向き合う心は熱くなり胸がきゅうっと息苦しくなる。

　ずっと一緒にいて当たり前だった彼のことを考えるだけで、鼓動が乱れるようになった。

　溶けそうに甘い彼からの施しは体に刻みつけられていて、意図せずぶり返す記憶にひとり顔から火を噴く。

　指先の冷たさで頬の熱を取りながら、胸元から込み上げる熱い息をはあと大きく吐いた。

　それでも解消しない窮屈さをなんとかやり過ごす。

　一連の症状がなにを意味しているのか、何度も繰り返すうちにひかりはまだ自分を誤魔化そうとしているだけなのだと思い始めていた。

　気づけば彼を胸に巡らせながら、店舗のカウンターで商品確認のための受注フォルダを用意しておく。

　商品の到着を待つ間に、今夜も近くまで来ているだろう彼へ連絡しようとスマートフォンを手に取った。

　ちょうどそこでスタッフオンリーと書かれた扉がノックされる。

　卑猥な想像を見られはしなかっただろうかと心臓を強張らせ、慌ててスマートフォンをしまってからロックを開けた。

「お疲れさまです」

　黒のアタッシュケースを抱えやって来たのは、長い髪をさらりと揺らす真奈美だった。

　グレーのパンツスーツを纏ったボディラインはなだらかで美しく、ピンヒールを鳴らす姿は閉店した店内をランウェイに見せる。

「お、お疲れさまです」

　女性美に圧倒されるひかりに歩み寄ると、彼女はいたって平然とした様子で受注商品が入っているケースをカウンターに置いた。

　しかし、彼女から受けた敵意ある視線は記憶に新しく、業務として来ているのだとわかっていながらも緊張は隠せない。

「商品確認お願いします。受注票はありますか？」

「はい、ここに……」

　緊張するひかりをよそに、真奈美は淡々と白手袋をつけケースを解錠する。中から一点一点ビニールに包まれたスエードの箱を取り出し、受注票の番号と実際の商品を照らし合わせていく。

　作業をするだけなら仕事と割り切っていられる。

　時々頬に落ちる髪を耳にかける仕草は優雅で、同性のひかりでもその美しさについ惹き込まれる。

　絶景を見たときのように思わず嘆息する感動は、毎日顔を合わせている彼にも感じる。

　美しいものを並べたとき、感動が二乗になるのは宝石も人も同じなのだ。

　周囲と同じくひかり自身もお似合いだと思っているのにもかかわらず、近頃瑞輝のことばかりを考え続けている心には針が引っかかったような痛みが走った。

　手入れのされた黒髪。綺麗な肌に載るナチュラルメイク。すらりとした体型の維持もできていて、その体に見合ったスーツを着こなす。

　マネージャー職に就き忙しさは増しているはずなのに、女性としても光り輝いている彼女には非の打ち所がない。

　真奈美と向かい合っていると、劣等感を浮き彫りにさせられている気がする。

「これで全部ね」

　三十点ほど確認し終え、真奈美が外した白手袋の下からヌーディーな色で飾られたフレンチネイルが現れ、さらなる品の良さを見た。

　自分の圧倒的な低劣さを植え付けながら、商品を店舗裏手の金庫にしまう。

　ひかりは真奈美のいるところへ戻るなり、参りましたと言わんばかりに頭を下げた。

「まさか久瀬マネージャーが配送してくださるなんて。こんなに遅い時間にご足労いただきありがとうございました」

「いいのよ、仕事だもの。それにこっちに用事があったから逆に好都合」

　ふふっと目を細める真奈美に、意外な柔らかさを見て驚く。

　先日とは打って変わって、ひかりに微笑みかけるではないか。

　本店で会ったときのあの表情はどう見てもひかりに対しての敵意があり、瑞輝との時間を邪魔されたと言っているようだった。

　見合いをした瑞輝が、ひかりを堂々と本店に呼びつけたのだから、嫌厭されて当然のはずだ。

　それなのに、この穏やかな空気はどうしたことだろう。

　婚約者としての立場を自負しているのか。

　世間的にも認められる肩書きを手に入れた彼女を前にして、足踏みするように彼に対する気持ちを推し量っている自分が滑稽に思えてくる。

（私が瑞輝をどう思っていたとしても、婚約者の前では何の意味も持たないんだ）

　いつかはふさわしい女性が現れると、昔から俯瞰していた彼の未来。

　まさかそのポジションに自分を当てはめるなんて、これまで考えられなかった。

　横並びにされ、唐突に真奈美と自分との比較をせざるを得ない事態になっている。

（どんなに比べたって、彼女に勝る部分なんてないのに）

　アタッシュケースを片付ける真奈美の伏せられた長い睫にすら劣等感を覚えていると、不意に顔を上げられバチッと目があった。

　大きな目の迫力に圧されて、わかりやすく肩を飛び上がらせる。

「ん？」

　不思議そうに首をかしげる彼女の綺麗な黒髪がさらりと揺れた。

　いえ、と俯きながら尻すぼみな声を床に落とす。

　視界の端に入り込む黒のピンヒールパンプスがひかりの方へ向き直った。

「もしかして、気にしてる？　副社長との関係」

「え！」

　唐突に瑞輝の話を出されあからさまな動揺を見せてしまった。

　薄く笑いを乗せた真奈美を見やると、彼女はカウンターに寄り掛かり腕を組んでひかりを覗き込んだ。

「好きなの？　副社長のこと」

　ストレートな質問に、自分の意思とは無関係に羞恥が先に立ち、顔と胸に熱が集まる。

「可愛い反応」

　ふふっと肩を揺らす真奈美からは余裕が感じられ、さらに劣等感が増した。

　〝婚約者〟という肩書きの優越の微笑みだ。

　信じたくないと思っても、胸の奥からゆらゆらと悲哀の感情が立ち昇ってくる。

　喉に引っかかる気持ちを堪えると、何か大切なものまでまるごと堰き止めているよう。

　反論も肯定もできず黙り込むひかりの様子を見かねてか、真奈美はアタッシュケースを手にして帰宅を促す。

「さあ、もう遅いし帰りましょうか。私も人を待たせているし。引き受けありがとう」

「こちらこそ、ありがとうございました」

　自分の卑屈さが悔しくて声が震えそうになる。

　頭を下げて隠したのは、あと一歩心に踏み込みきれず情けなさを露呈した自分だ。

　ロッカー室に戻り私服に着替える。紺のブラウスとベージュのパンツに、厚手のロングカーディガンを羽織るだけ。唯一おしゃれに見えるは、ウエストのリボンくらいだ。

　今日に限ってプチプラの地味なスタイルで来てしまった自分を大いに恨み、かろうじて高価な白のハンドバッグを握りしめて廊下に出た。

　ひかりを待っていた真奈美は、通用口のセキュリティをかけるまで付き添う。

　本店の責任者として、戸締まりですら見届ける彼女の責任感の強さは素直に尊敬できる。

　けれど、二人で乗り込んだエレベーターの密室は、ほんの数秒の沈黙でさえ息苦しい。

　何か話題はないかとこじ開けた口から、胸の奥で渦巻いていた心の声が飛び出した。

「久瀬さんは……副社長を、どう思われているんでしょうか」

　言ってしまってから慌てて口を押さえても遅い。

　隣に立ち目を丸くした真奈美に、不躾な質問ははっきり届いてしまった。

　こんなふうに聞くつもりはなかったのに。

　彼らがお互いをどう思っていようと、ひかりが踏み込んでいい話ではない。

　下世話な干渉は、見苦しいだけの嫉妬だ。

「私からの質問にはまだ答えてくれてないのに、逆に質問を返すなんて、思ってたよりたくましいじゃない？」

　すぐに破顔する真奈美に、ひかりは言葉を失くす。

　〝思っていたより〟とは、前提としてひかりの情報を得ていたような口ぶりだ。

　彼女とは今日初めて挨拶以上の言葉を交わしたはず。

　いち従業員のひかりが、瑞輝と親密とも取れる関係を堂々と晒したことで、一体どういう人間なのかと彼に訊ねていたのだろう。

「彼はとても魅力的な男性だと思うわ。わざわざ尋ねなくても、それはあなたがよくご存知ではなくて？」

　やはり真奈美には、瑞輝とひかりが幼馴染みであるとばれている。

　それでも笑みを崩さず彼女が見せる余裕に、ひかりの胸は押し潰されるように苦しい。

　真奈美が言う通り、彼をよく知っているのは長年そばにいた自分の方だ。

　それなのに、彼の両親が見繕った女性は、ひかりの穏やかな日常を脅かし、そこから彼を奪おうとしている。

「私からの質問はどう？　お答えいただけないかしら？」

　真奈美は難無く答えたのに対し、ひかりは返事に口ごもる。

　まだ自分の思いを探っている真っ最中だからだ。

　今の複雑な思いを口にしても、彼女の自負心の前では到底太刀打ちできないだろう。

「それとも……」

　結局何も答えられずにいると、地下駐車場に到着したエレベーターが扉を開いた。

　重い空気を入れ換えるように、真奈美も質問の方向を変えてきた。

「もしかして、秘書の塚越さんの方がお好み？　この間はずいぶん親しげにされていたようだったけれど」

「え？」

　唐突な人物の名前を出した真奈美。エレベーターの扉を押さえ、ひかりを振り返るその瞳ににわかに冷淡な色を挿す。

　先に降りるよう促されているとわかるが、本店で見たあの表情と同じ感情に動きを封じられた。

　塚越とは親しくしていたわけでもなければ、むしろ彼の方から何かただならぬ事を予感させた恐怖の対象だ。

　真奈美から見れば、瑞輝と親しいひかりが、塚越にも色目を使っているように映ったのか。

「塚越さんとは、先日初めてお話させていただいたばかりです。親しくなんてとんでもありません」

　いらぬ誤解は生むまいと懸命にかぶりを振ると、真奈美は「そう」と自省を混ぜて息を吐(つ)いた。

「私も余裕ないわね……。ごめんなさい、変に疑って」

「い、いえ……」

　余裕がないという彼女の発言は意外だった。

　女性なら憧れるものをすべて兼ね備えているからこそ、彼女の雰囲気には自信と余裕があるのだと思っていた。

　そんな真奈美が何かに焦るなんて想像もできない。

　扉を押さえたまま先にエレベーターを降りた真奈美。ひかりをもてなすように掌を駐車場へと差し出した。

　恐縮しながらそこを出ると、足元に影が差し耳慣れた声が聞こえた。

「お疲れ様」

　誰がいるとも思っていなかったひかりは、唐突に現れた人物に驚く。

　歩み寄ってくる彼の存在感に、胸は瞬時に火照った。

　今日もスマートに濃紺のスーツを着こなす瑞輝。その姿を見るなりひかりは安心感に包まれる。

　抱きしめられる感覚が蘇り、あの愉悦をもう一度たしかめたくて体も心も彼に擦り寄ろうと無意識に足が一歩前進した。

　しかし、それを遮るように声を掛けたのは真奈美だった。

「お待たせしました、副社長」

　固まるひかりを追い越し、ヒールを響かせ彼に歩み寄る真奈美。

　長い髪を揺らす背中を見て、心臓が一気に氷点下まで冷たくなった。

（瑞輝は久瀬さんを待っていた？　まさか、これから二人で出かけるの……？）

　彼を待たせていたのなら、用事の相手は彼であると考えるのが自然だ。

　一緒に行動しても何の不思議もない関係なのに、ひかりの中で嫉妬の領域が爆発的に膨らむ。

　もはやただ二人が並んでいるのですら、目にしたくないほど胸が痛い。

　今夜も瑞輝はひかりと夕食をともにするのではなかったのか。

　約束はしていなくても、それが当たり前でずっと続けてきた日常だからだ。

　それなのに、今、自分とは別の人が彼の隣で笑っている。

　これから先も変わらないはずの日常が、目の前でリアルに歪み始めた。

　込み上げてきた感情が水分を含み、二人の姿が映る視界を揺らす。

　彼のこれからの未来に、他の誰かが隣にいるのなんて見たくない。

　昔からぼんやりと思っていたのに、今はほんの少しだって想像したくない。

　居心地よさげに微笑む彼女に、激しい嫉妬の感情が噴き上がってくる。

　もうこれ以上、自分の心を見ないふりするのも限界だ。

　彼の隣にいるのが自分でなければ歯痒いのだと、きつくバッグを握り震える拳に気づかされた。

「あ、あの！」

　抑えきれなくなった自分の感情が、ふたりの間を裂くような声になって飛び出た。

「これからお出かけになるんでしょうか」

　コンクリートの壁にひかりの不安定な声が反響する。

　同時に振り向いてくる二人の姿は、輪郭が滲んではっきりとは見えなかった。

　そもそもそれを訊ねてどうしたいのか。

　ここは上司である二人にきちんと挨拶をして、帰路に就くのがひかりの適切な行動だ。

　彼らのプライベートな予定を訊ねるなんて不躾な部下にも程がある。

「そうね、軽く食事でもと思っているわ」

　瑞輝が口を開きかけた気がしたが、真奈美が先に小首を傾げてひかりに笑みを向けた。

　勝ち誇ったような彼女の表情に、耳の奥で心にヒビが入る音がした。

　〝婚約〟という文字が頭を過り、心の痛みを助長する。

　彼は、これからも一緒にいて欲しいと言ってくれた。

　昔から変わらず想い続けてくれていた彼を、信じていたい、のに。

　圧倒的に優劣の差を見せる真奈美の笑みが、ひかりの心を疑念で揺さぶる。

　もしかして、彼は真奈美を選んでしまったのか。

　いつまでも彼の想いに答えを出さないひかりに愛想を尽かせても当然だ。

　ひかりの何倍も女性として輝いている彼女は、瑞輝の生涯を支えていくに相応しいと彼本人に見初められたのだとしたら……。

「副社長は、……かまぼこが苦手なんです」

　ぼんやりと滲む視界に向けて吐き出した声は壁に反響するほどは届かず、並んだ二人の足元にはらりと舞い落ちる。

「かまぼこ？」

　オウム返しする真奈美がきょとんとする。

　脈略なく伝えた彼のパーソナルデータ。

　いきなりそんな話を持ち出されても、どんな反応が正解なのか誰だって困るだろう。

「食感が苦手で、夕飯はいつも練り物を省いた食事でした」

　自分以外の誰にも渡したくないものなのに、彼を知り得るのは自分だけなのだと見せつけたいなけなしの闘争心が情報漏洩に加担する。

「食事に行かれるなら、その辺りを気遣っていただけるといいかと思います。……それから、チーズとブロッコリーの組み合わせが好きで、好物はグラタンです」

　ふと思い出したのは、濃厚チーズをとろりと被ったブロッコリーたっぷりのグラタン。

　向かいに座る瑞輝が紺のニットを着ていたから、あれはまだ寒さの残る時期だ。

　引っ越ししたばかりのひかりの部屋で、一番初めに彼に作ってあげたのがそれだった。

　美味しいと目を細めてくれた彼の笑顔を見て、胸の真ん中が温まったのを思い出した。

「久瀬さんは、お料理されますか？」

　そう言いきったときには、肩で息をするほど唇が震えていた。

　負けたくなかった。

　才色兼備な真奈美の前で何もせずただ彼が奪われていくのを、指を咥えて見ているだけだなんて耐えられなかった。

　ひとつくらい彼女に勝る何かを示しておきたかった。

　いいところもだめなところも、全部を見てきたひかりだけが知るものが、彼女を超える唯一の手段だと思ったから。

「普段よりも二割増しで甘えてくるときは、疲れている時なんです。疲れてるなんてめったに口にしないので、そういうときはチーズがたくさん載ったグラタンを食べさせて、早めに休ませてあげないといけません」

　一緒に過ごしてきた時間が刹那の映像として脳裏を鮮やかに駆けていく。

　二人で囲んだ食卓、並んで洗った揃いの食器。見たかった映画を自宅で見て、テレビの前で涙するひかりにティッシュを渡してくれた。

　疲れた彼に温かいハーブティーを出したことや、彼の自宅から見えた花火に心を弾けさせたこと。

　思い出の引き出しを開けては、ひとつひとつ順番に確かめ心の奥にしまい直した。

　彼がいなくなった未来では、こっそりこの宝箱を開けて懐かしんでいくだろう。

　そう思った途端に、両目からはらはらとダイヤモンドのような雫が溢れてきた。

「きっと久瀬さんなら、お分かりいただけると思いますが、副社長は本当にジュエリーを愛されています。世襲かもしれませんが、その思いは心からのものだって、ずっとそばにいた私が保証します」

　溢れる思い出とともに涙が止まらない。

　大好きなジュエリーに囲まれながら、これから彼が大成していく姿を隣で見ていたいのに。

　〝ひかりがいいんだよ〟と拙い感性を信じてくれる彼を、支えていくのは自分でありたかった。

「瑞輝は成功するべき人なんです」

　手の甲で拭っても次から次に出てくる涙。

　きっとマスカラもアイラインも崩れ、泣き顔を滑稽に彩っているだろう。

　彼のそばにいる間は、こんなふうに感情を乱して泣いたりしなかった。

　彼といれば心が安定していた。

　知らぬ間に、彼からの想いで満たされていたからだ。

　何度拭っても拭いきれない涙は、心に蓄積されていた〝想い〟のよう。

　安心感と化合したそれは、彼への想いとなって今溢れ出している。

「瑞輝のこと、一番に考えてあげてください。パートナーの支えはとても大切だと思うので……」

　本当は、彼女に任せたくなんかない。

　他の誰かじゃ、嫌だ。

（私が彼のそばで……）

　一生懸命に涙を拭っていると、足元に艶の効いた革靴がつま先を向かい合わせてきた。

　迫る瑞輝の気配から隠れるように、ぎゅっと体を固めて溢れる想いを押し留めた。

　今更、見せるのが恥ずかしい。

　彼の想いにすぐに答えず、生意気にも焦らして。

　見切りをつけられたってしょうがないのだ。

　それなのに、思い出を包んで封じ込めようとした想いごと、瑞輝はひかりをふわりと抱きしめた。

「お前、俺のことめちゃくちゃ好きなんじゃないか」

　いつもと同じ香りが、ズッと啜った鼻に吸い込まれた。

　肺に入り込んでくる彼の香りと入れ替わり、留まりきれなくなった想いがついと零れる。

「うん、……大好き」

　初めて言葉に絡めた想いが、芋づる的に胸の奥から引っ張り出される。

「瑞輝が、好きなの」

　今度は自分自身に気持ちを確かめるように口にすると、ひかりを抱きしめる腕の力が増した。

　強く抱かれているのに、大きく息を吐く瑞輝が纏う空気は穏やかに凪ぐ。

　ひかりはその中に深く入り込みたくて、彼のジャケットの胸元を握りしめた。

　息苦しいけれど、もっと強く抱きしめてほしい。

　少しだって離れていたくない。

（でも……）

　そこに佇む彼女の気配が、瑞輝の胸元をそっと押し返させた。

「瑞輝には瑞輝にふさわしい人の支えが必要だよ……」

　恐る恐る見上げた彼はいつになく目元を緩め、ひかりのささやかな拒否など意にも介さずはにかむ。

「副社長」

　強い存在感のする方から声をかけられて、瑞輝に合わせて振り返る。

　そこでは、真奈美が腕を組み呆れた様子で笑っていた。

「彼女、副社長には自分じゃないといけないって言ってるじゃないですか。これのどこに不安を覚える必要があったんですか」

　そう瑞輝に投げかける真奈美は、呆れた溜め息を吐いて自嘲する。

「ひかりちゃん。私、お料理苦手なのよ。料理教室には通わされてたけど、素質がないのね。家で作って美味しくできた試しがないわ」

　彼女は肩を竦めてから踵を返し、ヌーディーな指先をちらつかせた。

「だから妻の手料理を好む人とは結婚できないの」

　じゃあね、とヒールを鳴らしながら、少し離れたところに停めてあった黒のハイヤーに乗り込んだ。

　見覚えのある車の運転席には眼鏡をかけた男性の姿。

　シートベルトを締める真奈美が難なく顔を寄せた相手は、瑞輝の秘書である塚越だ。

　車内で何やら言葉を交わし、ひかり達がいるのも気にならない様子で堂々と熱いキスを見せつけた。

「え……」

「彼女とは結婚どころか、見合いの席ですでに互いの答えは一致してた」

　見せつけられている方が恥ずかしくなるほど、彼らの雰囲気には年輪を刻んだ熱が感じられた。

「〝商品の配送業務があり、副社長とマネージャーは営業店へ。その後副社長は私用のため退勤。業務命令によりマネージャーは秘書に送迎させた〟」

　彼らから目を離せないまま、耳だけで瑞輝の報告内容を聞く。

「誰かに彼らの逢瀬を目撃された場合、そこには確たる理由と裏付けが必要なんだ。俺はそれに加担してる」

　わずかな距離すら惜しむように視線を交えたまま唇を離す二人。

　業務中とは違い柔らかく女の顔をした真奈美と、彼女の頭をいとおしげに撫でる塚越は、二人だけの世界に旅立つように車で走り去った。

「この間お前が本店に来たときもそう。〝ミーティングが長引いて深夜に及んだから、秘書に送迎させた〟んだ」

　唖然としたまま、テールランプの残像に目を瞬かせる。

　水浸しだった目元は驚きのあまりに干上がった。

「箱入りのご令嬢には、親に認めてもらえない想い人がいた。許されざる恋ってやつだな。彼女は口実として俺を利用しなければ、恋人に会うことすらままならないんだ」

「そ、それならそうと、教えてくれれば私だって……」

「波風立たせたかったんだよ。事情を話せば、お前は今まで通り焦ることも取り乱すこともなかっただろう。だから、この間もあえて彼女といるところに、お前を連れてきてもらった。ギブアンドクテイク。久瀬にも塚越にも協力してもらっていた。まああの状況で、塚越のやつも嫉妬しないわけはなかったけどな。さすがにあれは、俺の方が煽られた」

　本店で塚越と見えない火花を散らしたことを言っているらしい。

　真奈美と二人きりでいた瑞輝に対する当てつけに、塚越はひかりに迫って見せたのだ。

「お前が好きだって散々伝えてきたのに、何年間も進展しなかったんだ。お前の気持ち煽って、妬かせて、気持ち引き出すしか方法がなかったんじゃないか。お前には自分で自分の気持ちに気づいてほしかったから」

　力強く抱きしめられ、瑞輝の心の震えが直に伝わってくるようだ。

「ごめん、嫌な気持ちにさせて。本当に悪かったと思ってる。それでも、どんな手を使ってでもひかりが欲しかった。できるなら俺の部屋に閉じ込めておきたいくらい。他の誰にも渡したくないんだ。……ずっとひかりが好きだった」

　そっと腕を解いた瑞輝は、ジャケットの懐から小さなスエードの箱を取り出した。

「もっと雰囲気作ってから渡すつもりだったのに……一秒でも早く、俺のものにしたくなった」

　グレーの箱を開き、同色のビロードに包まれたそこに置かれていたのは、先日ひかりが気に入ったデザインの指輪だ。

　さっきまでとは違う意味を載せた涙が、ぼろぼろと頬を流れ落ちていく。

「好きだ、ひかり。早く結婚しよう」

「瑞輝……」

　滲む視界の中で、彼が愉悦に微笑む。

　彼に求められていることが、ひかりにかすかな自負心を湧かせる。

　手をすくわれ、ひかりの返事も待たずに約束の指輪が通された。

　自分で彼に不相応だと思うのは理性。

　しかし、美しく輝くダイヤモンドの光に、彼のすべてが欲しいという本能が晒し出された。

「私はなにより、瑞輝が輝いている姿を一番近くで見たい」

　不器用な答えに瞬いた瑞輝。

　彼はこれまで何度も、ひかりに綺麗なものを見せたやりたいと口にしていた。

　それに当てはまる答えをようやく導き出したのだ。

　満足げな微笑みを浮かべて彼は決意を口にした。

「ああ、見せてやるよ」

　左手の薬指に収まるダイヤモンドに、誓いのキスが落とされる。

　やわらかな感触を受けた指輪へ異常な嫉妬心が湧く。

　その唇は自分のものなのだと伏せる睫を見つめていると、そこから覗いてきた上目遣いの瞳に本能が貫かれた。

　期待する唇がたちまち熱を持つ。

　おもむろに昇り詰めてきた瑞輝は、契りの証を刻むように熱い唇でひかりの想いに応えた。
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　瑞輝の車に乗っている間も、彼はひかりの手を握りしめたまま。

　赤信号で止まるたびに引き寄せてはキスを繰り返す。

　これまで何度も座ってきた助手席で、こんな施しを受けた覚えは一度もなかった。

　キスは夕食のご褒美で、ひかりの気持ちを落ち着かせる安定剤だったのに。

　しっかりと口を塞ぎ、彼は自分の想いを余すことなくひかりに注ぐ。

　咥内に満たされた熱を嚥下すると、喉の奥にある心臓が彼の想いに触れ音を立てて震えた。

　安定するどころか、頭も体ものぼせ上がるように熱い。

　対向車のライトに浮かぶ彼の瞳は、キスのたびにゆらゆらと雄の炎を燃やす。

　これから二人の関係が一変する。そう予感せざるを得ないほど、燃え上がる本能の匂いに眩暈がした。

　到着したのは瑞輝のマンション。

　エンジンを切った車内で、助手席に覆い被さってきた瑞輝。

　欲望を全面に押し出し唇に貪りつく。

　このままいっそ全部食べ尽くして欲しいとさえ思った。

「もう……抱くから」

　低く囁いた彼は、見たことのないほどの情欲に満ち溢れていた。




「ほら、きれいだろ」

　瑞輝からもらった指輪が、夜景を見下ろす大きな窓ガラスの中で輝く。

　ひかりの左手はひんやりとした窓に張り付き、そのすぐ横では湿った吐息がガラスを白く曇らせていた。

　潤んだ視界の中で、背後から伸びてきた男の手に華奢な掌が押さえつけられている。

　夜景を映すガラスには、息を乱し泣きそうな顔をした自分が反射していた。

　だらしなく胸元のはだけた体が、窓に向かって立ち尽くす。締め付けを解いた薄桃色のレースのカップが力なく垂れ下がる。その下では武骨な男の手が、柔らかな双丘を交互に行き来していた。

「あ、や……んっ」

　繊細に震えるふたつの桃色の突起が、彼の指によって抓られこりこりと弄ばれる。

「やらしい体」

　耳元で舐るように囁いた瑞輝は、張りのいい胸を後ろから両手で包み込んだ。

　やわやわと形と弾力を味わってから、瑞輝はふたつの突起を同時に強く捏ねた。

「ああんっ、ああ……っ」

　刺激を与えられるたびに、脳が痺れて夜景のきらめきと見紛うほどの星が散る。

　喉を反らしたひかりの首筋を瑞輝が強く吸った。

「んんっ」

　かすかな痛みを覚えるものの、それすら快楽の種になる。

「ピンクダイヤモンドみたいだ」

　柔肌に刻まれた紅い印に目を細める瑞輝。

　素肌の上で話す彼の吐息に、体は震え愉悦の熱を中心に集める。

「この痕も指輪みたいにお前が身につけるだけで綺麗に輝いてるよ。体中に散らして、俺の手で綺麗にデザインしたい……あの日の夕陽より紅く、うんと綺麗に」

　決意のような言葉を理解する前に、快感を集める胸の先をきゅっと摘まれ嬌声を上げて仰け反る。

　くにくにと無理やりに形を変えられ、次々に押し寄せる快楽に息も体も熱くなる。

「あ、んやっ、あんっ」

　薄暗いこの部屋のいかがわしい行為を、この無数の輝きの中のどこかから見られているかもしれない。

　下に見る夜景のあちこちから視線を感じると、襲い来る羞恥とともに膨れ上がるのは高揚感だ。

　開け放たれた視界が更なる興奮を誘った。

「あ……瑞輝、恥ずかし……」

「なにが？」

「あああっ」

　いつまでもはしたない自分を晒している気がして、その羞恥を瑞輝に訴えるものの、胸の抓りを強くしただけで解決してくれない。

　それどころか、滾りだしたひかりの体に手を這わせ、ウエストのリボンをしゅるりと解いた。

　快感に翻弄される体は抵抗力を失い、衣服を剥ぎ取るのは造作も無い。

　すとんとボトムスを足首まで落とし、露になった太股のレースの際を彼の指がなぞる。

　じりじりとわざともったいぶった行為に、体の震えが止まらない。

　ようやく下着の中に滑り込み茂みを掻き分ける指は、辺りの潤いを纏って膨らみ始めた蕾に触れた。

「ゃあああっっ！」

　こりこりと蕾を転がされて広いリビングに嬌声が飛散する。

「ああ、もうこんなに弾けそうになってる。この数週間、ずっと我慢してたんだろ？　待たせてごめんな。可愛がってやるから」

　敏感になった蕾を労りながら、長い指がゆっくりと絶妙な力で円を描く。

　子宮がきゅうんと縮み上がり、むず痒くも大きな快感に襲われた。

「ひああっ、ああんっ、あんっ……や、瑞輝ぃっ」

「ひかりのここ、すごいことになってるよ」

　蓄積する快感が嵐となり全身を駆け巡る。

　秘壺から溢れてくる蜜は丹念に汲み取られ、濡れた指によって蕾に一層の潤いを与えられる。

　十分に水気を帯びたところで、くちゅくちゅと音を立てながら蜜処が激しくこすり上げられた。

「や、だめ……っ」

　嬲られる性感帯の一点に感覚のすべてが集中していく。

「だめじゃない。ほら……いいよ」

　耳元で彼の唇が引き金を引く。

「ひぁああああ、ああ……っ！」

　彼の指先によって悦楽の蕾が盛大に弾けた。

　絶頂の衝撃でびくんびくんと全身が痙攣する。

　呼吸もままならないひかりを瑞輝は優しく抱きしめた。

「綺麗だよ、ひかり」

　背中をとんと冷たいガラスに追い、押さえつけた左手の指輪を眺めてから視線を引く瑞輝。

「夜景も霞むくらい綺麗だ」

　息を上げるひかりの前に跪き、白い太股の内側にキスをしてからそっと足を開かせた。

　絶頂の余韻に思考が働かないひかりは、下着を脱がす瑞輝をとろんと見つめたまま。

　醜態を晒している羞恥より、下肢から体中に広がっていく快感をじっくりと味わっていた。

　上目づかいの眼がギラついたかと思うと、瑞輝はひかりの脚の間に顔を埋めてきた。

「み、ず……？」

　細切れの声は途端に絶句に変わる。

　薄い茂みの中に、瑞輝が舌を伸ばしてきたのだ。

　弾けたばかりで震えたままの蕾が、生ぬるい熱に包み込まれ新たな刺激が与えられる。

「っ!?　ひぁっあああん！」

　弾力ある舌にしっかりと包み込まれ、ヌメヌメとしごかれる。

「あ、あん、あぁっ、んあぁっ」

　逃げ場なく窓ガラスに身を預け、強く押し寄せる快感の波にいやいやと首を振って抗う。

　次々と強い快感に襲われ、頭がおかしくなりそうだ。

　時折ジュウっと強く蕾を吸われて、意識が飛びそうなほどの刺激に苛まれる。

「いやぁっ、それ、吸っちゃ、やぁあっ」

　嫌だといえば言うほど、瑞輝は執拗にその行為を繰り返す。

　カクカクと脚が震え、下肢に埋まる彼の頭を掻き抱く。

　それがまた行為を助長させ、刺激が強まった。

「ああっ、んああっ、だめ、もうっ、また……っ」

　舌全体を使って、ひかりの性感帯を刺激し続ける瑞輝。

　到達点から降りきっていないひかりが、絶頂に突き上げられるのは容易く、あっという間に快感の高みに駆け昇った。

「んあ……っ……！」

　達する体はびくんっと弾み、刹那に頭が白く明転する。

「また、イッた」

　遥か遠くで瑞輝が妖艶に嗤う。

　彼の嬉しそうな瞳を見つけて、妙な安心感と夜の浮遊感に体が崩れ落ちた。
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「あ……ふ、ん……」

　下肢からじわじわと押し寄せてくる快楽に、意識が引き上げられる。

　気持ちのいい感覚が体を覆い尽くし、ひたすら波打つ快感に素直に声を濡らす。

　いつの間にか広い海のようなベッドの上にいる。

　静かに寄せる心地よさにふわふわと揺蕩っていた。

　さっきまでのガラスの冷たさとは真逆の、柔らかいシーツに体が包み込まれている。

　そんな温かな世界で、体はなお悦にまみれてひくひくと震えていた。

「ん……は……ぁ」

　存分に熟し何度も弾けた蕾がいまだ愉悦に悦ぶ。

　瑞輝の舌が、そこから滴る蜜を丁寧に舐っていた。

　包んでは擦り、優しく快感を促す。

　時折強く吸われ、そのたびに小さな快感が爆ぜていた。

「ひかり……」

　眩暈の中、呼びかける声の主を探す。

　淡い橙色の明かりを背に、瑞輝が姿を現した。

　下肢に燻る快楽の余韻がもどかしくて、脚を擦り合わせる。

「もっとしてほしい？」

　目を細めた瑞輝の思惑はわかる。

　長年連れ添ってきた相手だ。

　彼は意地悪に、ひかりを羞恥に追い込みたいのだ。

　けれど、すでに羞恥は快楽を求める体に凌駕され、ひかりに大胆なことを口走らせる。

「し、て……もっと、気持ちいいの、ほしい……」

　瑞輝は目を丸くする。

　そして、すぐに苦しげな眼差しに変わり雄の炎を燻くゆらせた。

「お前、今までの俺の我慢、簡単に払ってくれるなよ。覚悟できてんだろうな」

　圧倒的制圧感に雌の本能がぞくりと武者震いした。

　この男にならなにをされてもいい。

　ひかりの何もかもを知る彼になら、たとえこのまま首を絞められても抵抗はしないのではないかと自分で自分が怖くなった。

「瑞輝……来て……」

　両手を広げて彼を招く。

　余裕などない欲望の炎に満ちた瞳が、ひかりを覗き込む。

　それを受け入れるように、彼の首に腕を回した。

　汗ばんだ体に彼の重みが圧し掛かってくる。

　そこで初めて、瑞輝自身の全部をありのままに晒していると気がついた。

　女とは違う、たくましい体が熱を帯びている。

　皮膚の隅々がひかりを求めているのだと直に感じられ嬉しくなった。

　今まで服で覆い、心の内までもひた隠しにしていた彼の想いがダイレクトにぶつかってくる。

　こんなにも熱い想いを抱えていた彼に気づいていなかった自分が心底情けない。

「辛かったら、言えよ」

　自身に労りの膜を被せて、準備の整ったひかりの前でぎりぎりの理性を繋ぐ瑞輝。

「平気……今までたくさん我慢してたのは瑞輝の方なんだから。私はこれまでのあなたの時間に私の想いを載せて返したい」

　は、と大きく息を吸い身震いする彼の屹立が、ひかりの甘蜜をひと掬いして、その先の進路を確かめた。

「あ……、ん」

　触れられる悦を知る蕾は、付近を撫でられるだけで官能的刺激を予感して震える。

　それをわかってか、瑞輝は濡れた切っ先で蕾をくすぐり、女の性感を嬲る。

　まんまと快感が体を熱くさせ、嬌声を上げながら軽く達してしまった。

「ひかり」

　ぼんやりとした頭で彼の声に頷く。

　ぬち、と粘着質な音が体の中を通って聞こえ、まだ見ぬ花園の入り口が開かれていく。

　しかし、甘美にまみれていた蜜口は、異物の侵入に身構えて窄まった。

　誰にも赦したことのない隘路が、大好きなはずの瑞輝ですらも拒否する。

「っ、は……ぁっ」

　ほんのわずかな抵抗が痛みを誘う。

　途端に恐怖が襲ってきた。

　彼のすべてを受け入れたいのに、体が無条件に異物を排除しようとするのだ。

「みず、き……ぃ」

「大丈夫、力抜いて。俺に掴まって」

　優しい彼の声にすがるように腕を回す。

　広い背中に安心感を覚えると、繋がりを深く進めはじめた瑞輝は、ひかりの一番感度の高い場所を優しく撫でた。

「あっ、んあ」

　たちまち意識が快感に持ち去られる。

　すでに何度も弾けた蕾は、高みを目指して膨らみを増した。

「瑞輝……っ、瑞輝ぃ……」

「気持ちいいか？　何度でもイけ」

「ああああっっ！」

　絶頂を極め仰け反る体を、瑞輝の楔が一気に最奥まで貫いた。

　びくびくと震撼するひかり。意識は快感に揺蕩い乙女の喪失に気づかない。

「大丈夫か？」

　密着している体は安心感に包まれていて、心配されるような恐怖は微塵もなかった。

　ひたすら途方もなく気持ちいい。

　下腹部にたぎるような熱を感じ、彼がそこにいるのだとわかる。

　ようやく二人の心と体がぴったりと重なり、それが嬉しくて幸せを集めるように彼を抱きしめた。

　ゆっくりと引いていく彼の熱に、蜜口からとろりと甘蜜が溶け出した。

　擦れる部分に痛みはなく、潤滑さが快感を与える。

　圧迫感が和らいだかと思ったら、楔はすかさず最奥まで帰ってきた。

「ああん……っ」

　ぐんっと体を突き上げられて、奥にあった快感の核心がピンポイントで刺激される。

　寄せては返す波のように瑞輝は快感を与え続ける。

　もっと強く彼を感じたくて身を固めると、抽挿を繰り返しながら彼は熱く震える吐息を漏らした。

「たまらない、ひかり……持ってかれそう……」

　苦し気に囁いた瑞輝は、揺れながら唇を重ねる。

　すんなりと彼を受け入れると、熱い舌が心に届くほど深く絡まってきた。

　今までで一番深い口づけは、お互いをひとつに混ぜ合わせる儀式。

　いや、元々ひとつだったものに再び戻ろうとしているのだ。

　どうして今まで、それに気づかなかったんだろう。

　毎日キスをしていたのは、お互いがひとつになろうとする本能の指示だったのだと。

　舌を絡めて粘膜を混ぜれば、二人は溶けて混ざりあえるのではないかと錯覚する。

「ごめ……もう無理……」

　荒い呼吸の合間に、瑞輝がわずかな理性の残りを絞り出した。

　次の瞬間、彼は優しさを振り払い、本能のままに情欲をぶつけ始める。

　やわらかなベッドが律動に合わせて波を打つ。

　突如とした激しい行為に、ひかりの潤滑液がぬちゃぬちゃと泡を立てる。

　内側から圧迫される体が痛みを感じたものの、最奥まで到達する彼の愛欲が悦楽を呼び何もかもを凌駕していく。

「んあっ、あっ、あ、瑞輝……っ」

　彼の揺さぶりに合わせて、色欲に塗れた喘ぎが舞う。

　もう何も考えらえず、与えられる快楽に身を任せた。

　体の中にぐっと行き詰まる怒張を感じたかと思うと、瑞輝が息を詰めて喉を鳴らす。

「は、……っ」

　ひかりに向けて、彼は欲望の限りを吐き出した。

　彼の脈動を直に感じる。

　ずるっと脱力し圧し掛かってくる重みが、これまでにないほどの安心感を与えた。

　触れ合う汗ばんだ肌。

　リズムを合わせられない乱れた呼吸。

　首筋に埋まる彼の頬に擦り寄り、ようやく気付いた気持ちに適した言葉を告げた。

「……愛してる」
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「ちょ……っ、あんっ、も……」

　ちょっと声を上げるだけで、ガラス張りのリビングに反響する甘い声。

　慣れない自分の嬌声が恥ずかしい。

　瑞輝は日々マンションに連れ込んでは、ひかりを組み敷くようになった。

「キスしただけで濡れるとか、ひかりの淫乱」

「ひど……、やっ、んんっ」

　夕食を終え食器を片付けた後。以前よりもうんと濃厚になったキスを施された。

　腰を砕いたひかりをソファまで運んで押し倒し、瑞輝は当然のごとくスカートに手を忍ばせた。

　下着を掻い潜り、長い指にぬるりと舐められる密処。気持ちいいのは否定できない。

　ほんの少しのぬかるみが感度を煽り、ますます愛蜜を滴らせる原因になっている。

　しっかりと濡れた瑞輝の指が、難なくひかりの秘壺に滑り込んだ。

「やぁっ」

「ああ、もう一本いけそう」

　もう何度も解された隘路は、進路をきつくされるほど悦んでいる。

　ぐちゅっと音を立てて二本ともに入り込まれ、リズミカルに抽挿を刻まれると、体は甘美に喘ぎだす。

「あっ、んあっ」

「ここ、いい？」

　激しい水音で快感の飛沫が散る。

　声にならない啼き声とともに、ひかりは簡単に達してしまった。

　呼吸を乱しているのはひかりだけ。

　瑞輝は恍惚に濡れた表情で、横たわるひかりを見下ろしていた。

　だいたいそのあとの記憶は途切れがちになる。

　気づいたら夜明け前で、瑞輝のベッドで青くなるのが定番だ。

　気持ちを重ねてから一か月。

　これまでの数年間を埋めるべく、惜しみなく愛をぶつけてくる瑞輝。

　前に彼がそうしたいと言う言葉通りに、仕事以外はほぼ彼の自宅に閉じ込められている状態だ。

　そしてわかっていてのこのことやって来るひかりも、それを嫌だと思っていない。

　エンゲージリングを付けられるのは、それを預かっている彼の部屋だけだからだともっともらしい言い訳を抱いて毎日足を運んでいるのだ。

「可愛い、ひかり」

「ん……」

　頬が大きな掌に包まれるとほっと安心する。

　朦朧とする意識の中で彼に擦り寄ると、下肢から強い快感が撃ち込まれた。

「ああっ」

　最初から激しい律動に、体が浮かされる。

　すっかり彼を覚え込んだ体は、ひたすら与えられる快楽に悦ぶばかりだ。

　気持ちよさを存分に味わってから、ともに果てる。

　想いを通い合わせることでこんなにも幸福感で満たされるなんて、もっと早くにそうしていればと悔やんでならない。

　これまでもたついていた時間を取り返すように、二人は激しく互いを求めていた。

　気持ちを確かめ合い、エンゲージリングももらった。

　けれど、まだ二人の関係は公にしていない。

　それはひかりが過去に受けた理不尽な嫌がらせを彼が気にしているからだろう。

　彼は自分のせいでひかりが苦しむ姿を見たくないのだ。

　それほどまでに大切にされているのだと思うと、込み上げる嬉しさに自然と涙が滲んでくる。

　男の重みを受けるひかりを抱きしめながら、そっと目元に唇を触れる瑞輝。

　じんわりと広がる幸せのぬくもりに、永遠にこのままでもいいと思ってしまう。

　心の隅で幸せの影に潜む些細な不安から目を逸らして。

　たとえ二人が想い合っていたとしても、それが認められるとは限らないと彼が思っているのだとしたら。

　影を濃くする不安から幸せの中に身を隠すようにして、彼に小さく好きと伝えた。





＊　＊　＊






　季節は移り行き、想いを交わし合ってから、季節のページをゆっくりとめくりつつある。

　エンゲージリングはいまだ人前で付けられていないものの、二人は変わらずひそやかに愛を育んでいた。

　もちろん瑞輝は今まで以上にひかりを大切にしてくれているし、愛情も日々溺れるほど深まり続けている。

　幸せの真っ只中にいるのはたしかだけれど、時折胸を過ぎる不安があった。

　何も焦る必要はないと思いながらも、愛を持ち寄ったそこから未来に続く道は明るい場所に繋がっているのか。

　いつまでもただ欲に溺れて、今ある愛だけを貪っていていいのだろうかと焦燥感に襲われることが多くなってきた。

　瑞輝にはこれから背負って立つ大義がある。

　ひかりはそれを支えていくパートナーでありたいと思っているけれど、果たしてそれが彼にとって最善かどうかはわからないのだ。

　そもそも自分の意思とは関係のない縁談を勧められるほど、彼には完璧な身上の持ち主でなければ結婚を認められないのではないかと、彼に言われずともその空気はどこからともなくひしひしと感じていた。

　何もかもを凍えさせる冬が近づいているからなのか、切なさが煽られ進展のない日々が幸せな気持ちをささやかに蝕もうとしていた。

　そんな最中、ジュエリーショップ【ＮＡＲＩＴＡ】を大いにざわつかせる出来事が起きる。

　平日の昼間。週の真ん中で割と客足の疎らな時間帯に彼らはやってきた。

「お疲れ様です」と先陣を切って店頭に現れたのは、副社長の顔をした瑞輝だ。

　突然の来店に、抜き打ちの店舗視察だろうかと販売員全員が緊張を張り巡らせる。

　彼の後ろには、真奈美と塚越の姿があった。

　率先して瑞輝に挨拶する店舗マネージャーの臼井に続いて、全員で頭を下げる。

「臼井マネージャー、お忙しいところ驚かせてすみません」

　実は、と話をする瑞輝を遠巻きに見て、ひかりはむずむずと頬をくすぐられる思いでいた。

　昨夜瑞輝から、彼らがここに来るとすでに聞かされていたからだ。

　それを知ったとき、両手を挙げて自分のことのように大喜びしたものだ。

　瑞輝より一歩前に出て、臼井に一通の封筒を差し出す真奈美。

「この度、結婚することになりました」

　綺麗な行書で名前の書かれた真っ白のシンプルなデザインは、いかにも彼女らしい。

　それを受け取った臼井は、幸せの切符でももらったように顔を華やがせた。

「おめでとうございます！」

　下がった瑞輝と真奈美の顔を見比べ、結婚式の招待状を握りしめる彼女は、おそらくその二人の結婚を祝福している。

　きっとここに居る全員がそう思っているだろう。

　しかし、瑞輝は申し訳なさそうに眉を下げた。

「すみません、相手は私ではなく……」

　裏方役の彼はさらに後方へと下がり、入れ代わりに前に出たのは塚越だ。

　その瞬間、臼井は口を開けたまま時を止めた。

「副社長秘書の塚越です。久瀬真奈美さんと入籍の運びとなりました。お忙しい中、店頭でのご報告大変無礼とは存じますが、今後ともどうぞよろしくお願いいたします」

　塚越に合わせて、真奈美も並んで頭を下げる。

　店舗の隅の方で「えっ」と絶句する声が上がった。

　動揺を隠せない同僚達。驚くのも無理はない。

　瑞輝と近しいひかりでさえ、少し前までは真奈美が彼の結婚相手だと思っていたのだ。

　ひかりは二人のそばに歩み寄り、「おめでとうございます」と心からの祝福と笑顔を手向けた。

「ありがとう」

　二人はやっとの思いでここまで辿り着いたのだ。

　彼女が笑顔とともに口にした感謝の言葉は、ひかりには計り知れない柵(しがらみ)を乗り越えてきた重みが込められている。

　事態をようやく飲み込んだらしい同僚達は、真奈美と塚越に駆け寄り次々に祝いの言葉を口にしていく。

　クールな表情が印象的だった塚越も、さすがに今回ばかりは羞恥を覚えたのか心なしか頬が赤い。

　隣で満面の笑みを浮かべる真奈美は、品性高いデキる女の鎧を取り払い、ふわりと柔らかな幸せの空気を全身から醸し出していた。

　先に祝いの言葉を言い終えたひかりは、賑わう団塊から一歩外に出る。

　周囲に互いの関係を認められて祝福されている二人が、素直に羨ましいと思った。

　温かな気持ちをもらったのに、近頃存在感を増してきた寂しさが顔を出す。

　人前で付けられないエンゲージリング。

　いつかみんなに認められ、彼らと同じく祝福されるような関係になりうるのか。

　胸の隅の方で広がる負の感情に引っ張られ、眩しい場所から視線を外す。

　すると、無意識に探した視界の中に、瑞輝の立ち姿が映った。

　何年も見慣れているはずの彼に、胸は簡単にときめかされる。

　引き締まった体に見合った上質なスーツを身にまとう。

　世の中を見渡す眼光は力強くて、何事にも動じない雰囲気には頼もしさが溢れている。

　いつだってひかりを大切に想ってくれている彼に、不満なんて少しもないのに。

　軽く腕を組み、眩しさに目を細めて彼らを見つめている横顔は光を受け、美しくそして少し遠く感じた。

（瑞輝……）

　心の中で彼を呼ぶと、まるでそれが聞こえていたかのように彼の瞳はこちらに振り向いてきた。

　バチっと視線が合い、否応なしに心臓が脈を乱す。

　離れたところに居るのにもかかわらず、毎晩彼に施される愛撫の名残が体を火照らせ胸が詰まった。

　すると……。

　――ひかり――。

　彼の口が、音もなく名前をなぞった。

　声は聴こえないはずなのに、耳元に彼の吐息がかかった気がする。

　体が覚えている彼の熱に錯覚を起こし、下腹部が愉悦に疼いた。

　――こっち、おいで――。

　眩しい中で、彼の視線がひかりを誘惑する。

　彼に与えられる快楽を欲しがり、体は勝手に彼の元へとふらふらと近づいた。

　手を伸ばせば触れられるところまで行くと、意思が伝わった嬉しさからか目を細めた彼は不意にひかりの頬を指の背で撫でた。

「なんて顔してんだ、馬鹿」

　こそばゆい感覚が性感に変わり、ん、と喉の奥で静かに喘ぐ。

「……夜までいい子で我慢してろよ」

　甘く囁く声に催眠術でも掛けられたようにこくりと頷くと、二人の様子に気づいた同僚が目を丸くしてこちらを見ていた。

　静まり返る店内で、二人は集まる視線に一緒に立ち向かうように振り返る。

　瑞輝がおもむろにひかりの手を取ると、指を絡めたそこから彼の意思が伝わってきた。

　むしろ二人の心がぴったりと合わさった感覚を覚える。

　何の打ち合わせも、予定もしていないけれど、不思議とこれから口を開く彼の言うことは理解できていた。

「ごめん、ひかり。俺があまりに臆病になり過ぎてたみたいだ」

　遠巻きに見る周囲に瑞輝の後悔は聞こえていない。

　彼の責務も苦悩もひかりだけが知っていればいい。

「あの二人のほうが、ずっと苦しい思いしてきたんだよな。」

　塚越は真奈美の両親に熱心に頭を下げていたらしい。

　家柄を重んじる彼らに、真奈美への愛を何年もかけて伝えていたのだ。

　最終的に、瑞輝との結婚を強行しようとしたが瑞輝側が受け入れず破談に終わり、真奈美の幸せを一番に考える塚越に心打たれたとのことだった。

　想いを貫こうと必死になる二人は、揺るぎない愛で幸せを掴んだのだ。

「柵を乗り越えた二人はあんなに幸せそうな顔してる」

　瑞輝が何を言わんとしているのかが伝わってくる。

　塚越と真奈美の幸せな空気に感化されたのは間違いなかった。

　彼らとは違い、自由にそばにいられた自分達のどこに思い止まる必要があったのか。

「俺は、お前がまた辛い思いするからって言い訳してたんだ。手に入れた途端、怖くなったのは俺の方で、俺といてお前が本当に幸せなのかどうか不安だった。また苦しい思いさせてしまうんじゃないかって。けど俺が今まで以上にお前を守り抜けばいいだけなんだ。どうしてそんな単純なこともわからなくなっていたんだろうな」

　今までひかりを想って抱えてきた大きすぎる気持ちが、逆に彼に不安をもたらしていた。

　それを知るのはひかりだけだ。

　他の誰かじゃなく、ずっとそばにいた二人だからこそ、互いの全てを理解し合えるのだ。

「うん、私もちゃんと伝えればよかった。私、自信がなかったの。私じゃ瑞輝にふさわしくないかもって思ってたから、瑞輝も不安にさせていたんだよね。でも、あなたと不釣り合いだと言われるなら、私が誰も文句言えないような女になればいいだけなんだよ」

「本当は隠したくなんかない。みんなに見せびらかしたいくらい、ひかりはいい女だよ。顔上げて自信持って、俺の隣にいて。俺が全力で守っていくから」

　ぎゅっと繋ぐ手に思いを詰め、互いの意思を合わせる。

「瑞輝の不安も辛いことも、私が一緒に抱えていくよ。だからあなたの思いの進む方へ、一緒に連れていって」

「すごく長い時間かかって、待たせてごめん」

「これまでの時間も、大切な過程だったよ」

　そう、無駄な時間なんてなかったのだ。

　二人にとっては必要だった。

　だからこそ、想いは強く深い。

「私事で申し訳ありません」

　改まった瑞輝の様子に、そこにいる全員が息をのみ姿勢を正す。

「突然の報告ですが、ここに居る高槻ひかりと近く結婚いたします。そちらの二人同様温かく見守っていただければ幸いです」

　塚越と真奈美の結婚報告よりも、うんと大袈裟な驚きの悲鳴が店の外にまで響き渡った。

　何事かと通りすがる客達が店を覗き込んでいく。真奈美がやれやれと言った表情で肩を竦めた。

　ひかりと瑞輝を見比べ唖然とする同僚達に、申し訳なさこそあれど昔のような怖さはない。

　何があっても彼と一緒に乗り越えていくのだと、繋がれた手から信じさせてもらったから。

　一瞬にして目の前に眩しいほどの明るい未来が見えた気がした。

　一番美しいものは二人のこの手の中にある幸せだったのだと、共に気づいた瞬間だった。
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